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自分にぴったりの留学プログラムを見つけよう！
学内イベント
留学情報はここで入手しよう！
緊急留学支援金について
Withコロナの留学体験談
出願前に確認しよう！
募集説明会・出願・選考スケジュール
留学の計画を立てよう！

語学レベル・希望の留学期間別で探そう！

難易度UP

1

留学の目的別で探そう！2

学部でも
各学部の学びに沿った
留学プログラムを

提供しています！<P.42>

初級者向け＜英語要件なし（一部を除く）＞

海外導入編
▶海外異文化体験セミナー............................P.11 短期

▶短期海外インターンシップ.................................... P.17

▶インドネシア交流セミナー..................................... P.19

▶外国語研修.......................................................... P.12

初中級者向け＜TOEFL ITP® 420点～が目安＞
▶中期留学......................................................P.22

▶海外フィールドワーク....................................P.17

中期

短期

中上級者向け＜TOEFL ITP® 500点～が目安＞
中長期

中長期

中期

中期

短期

自信がない人は
ここから始めよう！

短期

短期

短期

▶交換留学......................................................P.25

▶長期留学（学部科目履修型）......................P.24

▶国連ユースボランティア...............................P.27

▶国際社会貢献活動......................................P.27

▶Cross-Cultural College（CCC）.............P.20

自分にぴったりの留学プログラムを見つけよう ！
関西学院大学には数多くの留学プログラムがあります。外国語が得意！という人、外国語に自信がない…という人など、そ
れぞれの人のレベルや目的に合ったプログラムをここから見つけ出し、「世界市民」への一歩を踏み出しましょう ！

※上記で示す英語レベルは目安となります。各プログラムで求められる英語レベル等は、必ず各プログラムのページを確認してください。

※     ： 9月発行予定の「国際教育・協力プログラム募集要項2023 秋学期出願Ver.」を参照してください。秋

外国語を学ぶ

海外でビジネスを学ぶ 専門分野を学ぶ

修了証プログラム

英語

英語以外の言語

インターンシップをする

夏季外国語研修

英語中期留学

···························P.12

······························P.22

海外異文化体験セミナー 長期留学（学部科目履修型）

認定留学

交換留学

ダブルディグリー留学

············P.24

····································P.24

····································P.25

·····················P.32

夏季外国語研修
（中国語・朝鮮語）

スペイン語中期留学

···························P.16

······················P.23

学部等で実施する留学プログラム······P.31

Certificate Program（CP）
Cross-Cultural College（CCC）

開発途上国を知る

異文化を体験する

海外の学生と共に学ぶ

短期海外インターンシップ

Cross-Cultural College（CCC）Cross-Cultural College（CCC）

················P.17

　 Field Study in Canadian Business

·········P.23英語中期留学（チェンマイ大学）

その他

···············P.21
　 Global Career Seminar in Canada

インドネシア交流セミナー

Global Career Seminar in Japan

Global Internship in Japan

·················P.19

····P.20

············P.20

海外フィールドワーク

国際ボランティア

······················P.17

···························P.27
（国連ユースボランティア・国際社会貢献活動）

················P.11

Cross-Cultural College（CCC）

自分のレベル、希望の留学期間、留学の目的に合わせて考えてみよう！

・本冊子に記載の情報は、2023年3月現在のものです。今後状況の変化によ
り、記載内容（渡航日程・参加費など）が大きく変更になることがあります。

・本冊子の記載内容に訂正がある場合は、こちらのウェブサイトにてお知らせします。

・本冊子にて募集するプログラムについては、感染症危険レベルや留学プログラ
ム実施先国等の状況によっては、中止または、プログラム内容の変更を判断する
ことがあります。

・最新の情報は、国際教育・協力センター（CIEC）のウェブサイト等から確認してください。

Cross-Cultural College（CCC）

Cross-Cultural College（CCC）

緊急留学支援金
（返還不要）について
2023年度の海外派遣プログラム
（一部を除く）に参加する全学部生
対象に、所定の申請手続きを行うこ
とで支援金（返還不要）が支給され
ます。支援金額等は
該当ページをチェック！▶ P.●5

留学情報はここで
入手しよう！

▶ P.●4

国際教育・協力センターでは、ウェ
ブサイトのほか、各種SNS等で留
学プログラムの募集情報や学生
の留学体験談を公開しています！

奨学金（支給型）

▶ P.●33

返還する必要のない奨学金もたく
さんあります。緊急留学支援金と
の併用も可能です。

英語無料講座・
英語能力試験日程

▶ P.●38

留学プログラムの中には英語中期
留学や交換留学等のように出願
するためには英語要件が必要なプ
ログラムもあります。学内の講座を
うまく活用して目標ス
コアを取得しよう！

学内でできる
国際交流

▶ P.●37

関西学院大学には多くの留学生
がおり、留学生と交流できる制度・
イベントがあります。
留学前や帰国後など、ぜひ学内の
国際交流制度やイ
ベントに参加しよう！

Withコロナの
留学体験談

▶ P.●5

数多くの学生がWithコロナの留学にチャ
レンジしています！先輩が、Withコロナの留
学に行くことへの不安をどう乗り越えたか、
留学に参加しようと決心した決め手、With
コロナの留学の様子に
ついて紹介しています！
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URL : https://ciec.kwansei.ac.jp

各留学プログラムのガイダンス動画を
随時公開・更新しています！

CIECのウェブサイトでは、募集要項には
載っていない留学プログラムの詳細を掲載
しています。
留学プログラムに参加するにあたり、本要項
と併せてウェブサイトを必ずご確認ください。

Youtubeへのリンクはこちらから

SNS

Web

YouTube

本学では、留学に関する個別相談ができる場（留学の窓口）を設けています。留学の窓口では、本学の留学アドバイザーが、様々なプログラムの紹介、プロ
グラム別の出願条件、情報収集の仕方や、必要な事前準備など、留学に関するご相談に個別に対応します。みなさんの不安を解消し、一緒に留学計画を
考える場が留学の窓口です。お気軽にご相談ください。

国際教育・協力センター（CIEC：Center for International Education and Cooperation）では、さまざまな国際教育プログラムを提供しています。CIECの
主な役割は、①留学・国際プログラムに関する情報提供、②留学のサポート、③外国人留学生や交換学生のサポートです。CIECは、関学生のみなさんが「世
界市民」としてグローバル社会で活躍することを願っています。CIECが提供する多種多様なプログラムを活用し、世界市民としての一歩を踏み出してください！

□ 留学に興味はあるけれど、何から始めて良いかわからない。
□ 留学に向けてどんな準備をしたらいいんだろう。
□ プログラムが多すぎてどうやって選べば良いか分からない。

こんな方におすすめ

留学情報はここで入手しよう！

留学のこと経験者に話を聞きたいけどそんな先輩や友達が周りにはいない…そんなお困りの方はいませんか？？

『留学先輩相談』は、そんな皆さんに留学を経験した『留学先輩』を紹介し、気軽に相談できる機会を提供することで、留学に関する
不安や悩みを解消し、皆さんの留学を後押しするCIECの新しい留学相談制度です！

詳しくは、kwic⇒ 国際教育・協力センター（CIEC）: 海外への留学⇒ 留学相談⇒『留学先輩相談』をチェック

留学の窓口（個別相談）2

国際教育・協力センター（CIEC）
シエック

CIECはどこにあるの？

1

留学先輩相談3

「留学の窓口」

みなさんはどのような大学生活を送ってい
ますか。大学の授業、クラブやサークル、ア
ルバイト等、みなさんの過ごし方は様々だと
思います。その中に「留学」というキーワー
ドはありますか？この言葉に少しでも興味
があれば、是非チャレンジしてみましょう。留
学は外国語の向上や知識を深めることは
もちろん、その先に得られるものは計り知
れません。みなさんとお話するのを楽しみに
しています。

●西宮上ケ原キャンパス
　　　 G号館１階

●神戸三田キャンパス
　　　 Ⅷ（8）号館1階事務室

●開室時間 ： 月～金曜日　　8：50～11：30
12：30～16：50

●開室時間 ： 月～金曜日　　9：00～11：30
12：30～17：00

※ただし、祝日・休校日を除く。夏季休暇中は、学部事務室開室時間と同じ。

留学アドバイザー

北澤冬子

留学のモデルケース
留学×就職
学内施設の利用
留学に関するFAQ

留学×教職
海外渡航・
留学中の危機管理
提供科目

関学生の留学風景や留学のお得情報を配信中！

募集要項＋αの情報が充実！

●面談可能時間 ： 約30分
●面談場所 ： 　　  G号館内面談室／オンライン

（予約された方に個別案内します。）
●予約方法 ： CIECのウェブサイトの相談窓口カレンダーから
　　　　　　相談予約可能時間を選び、メールで予約してください。
　　　　　　（2名までのグループ相談可）

CIECのウェブサイトでは、
このようなトピックに

関する情報も確認できます！

予約はこちらから

Instagram
（@kwansei_ciec）

Twitter
（@kwansei_ciec）

LINE友だち追加

NUC

NUC KSC

NEW!
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学内イベント
各種イベント1

これら以外にも、CIECではさまざまなイベントを随時企画しています。
イベント内容についてはCIECのウェブサイト、kwic、各SNS（Instagram、Twitter、LINE）などで案内
しますので、積極的に参加してください！

◆日　時：4月6日（木）　第１部：10:00～10:50、第2部：11:00～11:50、第3部：13:00～13:50、第4部：15:30～16:20

◆場　所：西宮上ケ原キャンパス　Ｂ号館２０１教室

今後留学に参加しようと思う方は参加必須！

留学に興味がある 新入生は参加必須の留学説明会！

４月６日（木）７日（金）　KG LIFE 2023／START UP！ KSCに参加しよう！
（西宮上ケ原キャンパス） （神戸三田キャンパス）

新入生を対象としたオリエンテーションです。CIECでは留学説明会を複数回にわたり実施し、CIECが提供する留学プログラ
ムや学内でできる国際交流について、一挙に紹介します。留学や国際交流にすこしでも興味のある新入生は、まずこの説明
会にお越しください！

西宮上ケ原キャンパス KG LIFE 2023 ★西宮上ケ原・西宮聖和キャンパス生向け

◆日　時：4月7日（金）　第１部：9:00～9:50、第2部：13:00～13:50、第3部：15:10～16:00

◆場　所：神戸三田キャンパス　Ⅵ（６）号館－１０１教室

神戸三田キャンパス ★神戸三田キャンパス生向けSTART UP! KSC

４月１５日（土） 留学フェアに参加しよう！
留学から帰国したばかりの留学経験者や、CIECのプログラム担当者と対面
で相談ができ、留学についてより詳しく情報を得られるチャンスです！留学プロ
グラムに迷っている方、留学と就職活動で迷っている方、授業などの関係で長
期留学が難しい方、留学にあまり関心が無い方…そんな皆さんにこそ役立つ
情報が盛りだくさん！今すぐ出願したくなる「留学」を見つけませんか？
留学に迷っている方、コロナ禍の留学をためらっている方必見！全学年対象！
保証人のご参加も大歓迎です！

◆日　時：４月１５日（土） 10時～16時（予定）
◆場　所：西宮上ケ原キャンパス　G号館２階（詳細はウェブサイトをチェック）

予約不要・入退場自由
PICK

 UP! !
PICK

 UP! !

最新情報は
ウェブサイトを
チェックしてね

当日の内容を一部紹介

留学計画
の立て方

英語力UP
講座

留学
体験談

カナダ
フェア

特別企画



緊急留学支援金について
この度、急激な円安、インフレ、および原油高に伴う燃油
サーチャージの上昇等、学生の留学を取り巻く急激な状
況変化に対応することを目的とし、2023年度に実施され
る海外派遣プログラム（一部を除く）に参加する学部生を
対象に経済支援策を実施することが決まりました！
留学プログラムの参加決定後、所定の申請手続きを行う
ことで、支援金が支給されます。（返還する必要はありま
せん）

各プログラムの支援金額は次のとおりです。

※本留学支援金と学内および学外奨学金との重複受給は可能です。
※国際学部生で国際学部留学奨励金と本留学支援金を重複受給する
場合、国際学部留学奨励金と本留学支援金の合計受給額は参加費の
金額を上限とします。

派遣先：マレーシア　派遣時期：2022年8月

●Withコロナの留学に行こうと決めた理由
せっかく関学に入ったのだからせめて一度だけでも海外に行ってみたか
ったからです。オンラインの海外PBLに参加したこともありましたが、やっ
ぱり自分の目で見て体験する経験がしたかったです。コロナだからって
何もできずに終わるのは絶対に嫌だったので迷わず決めました。コロナ
禍において、誰もができる経験ではないため、チャレンジして大正解だっ
たと思います。
●実際に留学した感想を教えてください！
フィールドワークを通して、「多様性」とは何なのかを深く考えるきっかけ
になりました。自分の目で直接見なければわからないことがたくさんあっ
たと思います。また、私たちをサポートしてくれたトゥンク・アブドゥル・ラー
マン大学の学生と仲良くなり、今でも定期的に連絡を取り合って、夜中

に電話をしたりしています。そこまで英語が得意なわけではありませんで
したが、意外に通じるもんだなと感じています。
●アフターコロナの留学を目指す後輩へのメッセージ・アドバイス
実際に、マレーシアでのプログラムに参加中、コロナに感染してしまい、
予定通りに帰国することができませんでした。そのため、帰国にあたり新
しいフライトなどを探さなければなりませんでしたが、ＣＩＥＣの方々に対応
していただけて、なんとか無事に日本に帰ってくることができました。初め
ての海外で、災難ではありましたが、今となっては、いろいろな意味で忘
れられない思い出です。

海外フィールドワーク　副住　亮太

派遣先：カナダ クイーンズ大学　派遣時期：2022年8月～9月

●Withコロナの留学に行こうと決めた理由
高校の頃、行こうとした留学がコロナによって中止となり、大学生活で
実際に海外に行って学びたいという思いが強くあり、大きな決め手とな
りました。コロナ禍では、オンライン留学という選択肢もありましたが、実
際に現地を訪れることによって文化や価値観の違いを肌で感じたいと
思い、参加しました。また、英語力を向上させるためには、受け身ではな
く、主体的に動き学ぶことの大切さに気付くことができました。
●実際に留学した感想を教えてください！
現地で過ごした一カ月間は、日本での日々よりも充実していたと感じま
す。毎日が新しいことの連続で、大変なこともたくさんありましたが、一緒
に行った仲間と協力しながら楽しく過ごすことができました。Withコロナ
の留学でしたが、現地では、大きな制限はなく自分の英語力を伸ばすた

めの実践の場を多く設けることができました。授業だけでなく、放課後に
ダウンタウンやジム・湖に行って現地の人とたくさん触れ合うことができ、
とても良い一カ月でした。
●アフターコロナの留学を目指す後輩へのメッセージ・アドバイス
留学に参加してみて、オンラインでは
経験することのできない体験を多く
できたと思います。現地に行くことで
しか味わうことのできない体験をたく
さんすることができました。特に、週末
のフィールドワークは関西学院大学
の留学の大きな特徴だと思います。
ナイアガラの滝やトロント市内観光
など様々な観光地を訪れることがで
きました。また、学部も学年も違う人
と出会い、慣れない環境下で共に成
長するきっかけとなった良いプログラ
ムです。ぜひ参加してみてください！

外国語研修　川合　彩未

Withコロナの留学体験談

2023年度の海外派遣プログラム（一部を除く）に
参加する全学部生対象！

関西学院大学にはCIECの留学プログラムを通じて
Withコロナの留学に参加した学生は多数います。

先輩の体験談を参考にして、留学をあきらめるのではなく、
留学に挑戦しませんか？

ダブルディグリー留学
交換留学・認定留学　1年
交換留学・認定留学　1学期
長期留学　1年
長期留学　1学期
中期留学・中期海外インターンシップ
国際社会貢献活動
短期留学（2カ月未満）

15万円
15万円
7.5万円
25万円
12.5万円
10万円
15万円
8万円

プログラムの種類 支援金額

※学業成績・語学力などの
　選考はありません。
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以下を必ず確認のうえ、出願してください。●全プログラム共通の注意事項

●出願方法

①参加条件
●各プログラムの事前研修・事後研修に全日参加できること（無断
でオリエンテーション・事前研修を欠席した場合、参加が取り消さ
れることがあります）。
●各プログラムへの参加は、心身ともに健康状態が良好であること
が前提です。現在治療中の病気だけでなく、心や身体の健康面
で心配なことがあれば、主治医等に留学が可能であることを確認
し、指導を受けてください。
●毎年度大学で実施している定期健康診断を受けること、留学先
に応じた予防接種を受けておくことが必要です。

②渡航時期
●留学プログラムに参加するために、補講・試験日に平常
評価として実施する試験、定期試験、中間試験及び追
試験を受験できない場合は、個別に成績評価を行いま
すので、了解のもとで出願してください。なお、個別に成
績評価を受ける場合には申請が必要です。kwic等で
大学から案内される申請方法を確認の上、所定の手続
きを行ってください。

⑦プログラムの中止・参加決定後の辞退
●参加人数が最少催行人数に満たない場合は、プログラムを中止する可能性があります。
●プログラムは実施先の都合や、国際情勢等により中止されることがあります。また
渡航日程・プログラム詳細は変更されることがあります。
●参加決定後の辞退はできません。
●参加費を徴収するプログラムについて、やむを得ず辞退する場合は、その理由に
関わらず以下の通り参加費用の一部または全額のキャンセル料金が発生します。
◎プログラム費用：プログラム実施機関のキャンセルポリシーに基づく。
◎航空券：航空会社のキャンセルポリシーに基づく。
◎その他：プログラムに付随して発生する費用は関連する事業者等のキャンセ

ルポリシーに基づく。

⑤参加費
●為替相場や航空運賃の変動などにより、追加徴収又は返金する場合
があります。参加費の最終的な精算はプログラム終了後に行います。
●プログラムの参加費には原則ビザやパスポート取得費用、その他個
人的な費用は含まれません。

⑥単位の取り扱い
●単位の取り扱いが学部・学年によって異なる場合がありますので、
所属学部の履修心得で確認してください。

④パスポート
●海外で実施されるすべてのプログラムにおい
て、パスポートコピーの提出が必要です。有
効なパスポートを所持していない場合には、
各都道府県の旅券事務所で交付の申請手
続きを行ってください。

※自宅生以外で大学近辺で暮らしている場合、
現在住んでいる兵庫県で居所申請をするこ
とができます。通常のパスポート申請よりも必
要書類が多いため、各自治体のウェブサイト
で手続き方法を確認してください。

③複数プログラムの併願
●原則として、同時期に実施する複数プログラムの併願
は認められませんが、以下の組み合わせに関しては併
願が可能です。

◎国連ユースボランティア、国際社会貢献活動
◎中期留学、中期海外インターンシップ
◎交換留学、ダブルディグリー留学（対象学部生のみ）
※その他プログラムとの併願については、必ず事前に
CIEC事務室まで相談してください。

まずはここから
始めよう ！

※プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意ください。
※本募集要項に記載の内容（プログラム・スケジュール等）は2023年3月時点のものです。プログラム実施大学（機関）や派遣先国の事情等により、今後変更が生じる可能性があります。
※プログラムごとの注意事項等については、各プログラムの詳細ページを確認してください。

出願前に確認しよう！

⑧安全と危機管理・健康管理
●有意義な海外生活を送るために
も、留学出発までに必ず「安全と
危機管理・健康管理」に関する
CIECウェブサイトを確認してくだ
さい。　

出願期間はプログラムごとに異なります。期日は厳守のため必ず確認して下さい。

START

GOAL

各注意事項は
確認できたかな？
次はいよいよ出願だ！

STEP2 STEP3

①パソコンで CIEC ウェブサ
イトにアクセスし、画面右
上の「留学申込」を選択
する。
②申請するプログラムを選択
し、オンライン出願する。

STEP2 のオンライン出願完了後に
届くメールに記載のURLにアクセス
し、STEP1で準備した JPEG デー
タ（証明写真や英語スコア）をアッ
プロードする。
※書類データ提出後に、再度出願
　完了メールが届きます。

オンライン

オンライン出願
（パソコンのみ）

提出書類のアップロードプログラム名出願方法

外国語研修
海外異文化体験セミナー
短期海外インターンシップ

海外フィールドワーク
英語中期留学

中期海外インターンシップ
CCC Global Career Seminar
CCC Global Internship

CCC Field Study in Canadian Business
交換留学

ダブルディグリー留学
国際ボランティア

長期留学（学部科目履修型）

スペイン語中期留学
フランス語中期留学
インドネシア交流セミナー

STEP1

・英語スコア
・証明写真
（６ヵ月以内に撮影した
もの、300dpi以上の
解像度が望ましい）

・証明写真のみ
（６ヵ月以内に撮影した
もの、300dpi以上の
解像度が望ましい）

提出書類の準備
※JPEG形式にすること

STEP4

出願が完了です。
オンライン出願時に書類を
提出しないプログラムでも、
参加決定後にパスポートコ
ピー等の手続き書類の提出
が求められます。パスポート
未取得の場合には早めに
準備しておきましょう。

完了



プログラム（短期）

募集説明会の開催形式などの詳細は、国際教育・協力センターのウェブサイトを確認して下さい。
募集説明会・出願・選考スケジュール

海外異文化体験セミナー（P.11）

出願期間 4月24日（月）～5月8日（月） 参加者発表 5月10日（水）

日　程 内　容

アイルランド・イギリス

マレーシア・タイ

オーストラリア・ニュージーランド

カナダ・アメリカ

韓国・台湾

4月10日（月）

4月11日（火）

4月12日（水）

4月13日（木）

4月14日（金）

ダブリン・シティ大学、オックスフォード大学

マラヤ大学、チェンマイ大学

アデレード大学、西オーストラリア大学、オタゴ大学

トロント大学、クイーンズ大学、カリフォルニア大学アーバイン校

慶熙大学（未定）、東海大学

12:50～13:20（昼休み）

12:50～13:20（昼休み）

12:50～13:20（昼休み）

12:50～13:20（昼休み）

12:50～13:20（昼休み）

出願期間 4月24日（月）～5月8日（月） 選考 選考なし（申し込み多数の場合は抽選） 参加者発表 5月10日（水）

夏季外国語研修（P.12～16）

※外国語研修出願希望者は、ガイダンスに必ず参加の上、興味のある国・大学の説明会に参加してください。

※全てオンライン（zoom）で実施

※全てオンライン（zoom）で実施

※全てオンライン（zoom）で実施

時　間

日　時

12:50～13:20（昼休み）4/13（木）、4/17（月）

韓国

ガイダンス9:30～11:304月8日（土） プログラム概要・プログラム選択・大学選択のポイント
※出願予定者は、ガイダンスに必ず参加してください。

日　時

12:50～13:20（昼休み）4/17（月）

海外フィールドワーク（マレーシア）（P.17）

選考 書類選考結果発表4月27日（木）
面接選考5月13日（土） 参加者発表 5月18日（木）出願期間 4月18日（火）～4月24日（月）

短期海外インターンシップ（オーストラリア・ベトナム・アメリカ）（P.17～18）

Cross-Cultural College（CCC） / Global Career Seminar in Japan（GCSJ） Global Internship in Japan（GIJ） （P.20～21）

GCSJ
GIJ 出願期間 5月1日（月）～5月7日（日） 面接選考 5月13日（土） 参加者発表 5月15日（月）

日　時

12:50～13:20（昼休み）4/17（月）

Global Career Seminar in Japan（GCSJ） Global Internship in Japan（GIJ）

選考 書類選考 参加者発表 5月8日（月）出願期間 4月21日（金）～5月1日（月）

詳細はWebを
チェック！

選考 選考なし（申し込み多数の場合は抽選）

時　間 内　容日　程

プログラム概要と申し込み方法について12:50～13:20（昼休み）
4月12日（水）

4月21日（金）

インドネシア交流セミナー（P.19）

選考 書類選考結果発表5月10日（水）PM
面接選考5月13日（土）AM～ 参加者発表 5月16日（火）出願期間 ～5月8日（月）

選考 書類選考の上、申込多数の場合は抽選 参加者発表 4月26日（水）出願期間 4月1日（土）～4月23日（日）

英語中期留学（P.22）、スペイン語中期留学（P.23）

プログラム（中長期）

中期留学概要・出願方法・大学選択のポイントについては関学生限定のCIEC Youtubeチャンネルにて公開中です。CIECホームページからアクセスしてください。
必ずこちらのガイダンス動画を確認したあとに、各行先別の説明会に参加してください。

◆中期留学ガイダンス

◆行先別説明会（NUC：西宮上ケ原キャンパス　KSC：神戸三田キャンパス）
NUC 12：45～13：15（昼休み）　場所：後日案内

日　時 内　容
4/11（火）
4/12（水）
4/13（木）
4/14（金）
4/14（金）

カナダ
オーストラリア・ニュージーランド

イギリス
タイ

スペイン語中期留学

ゲルフ大学、クイーンズ大学、マウント・アリソン大学
クイーンズランド大学、ワイカト大学
オックスフォード大学、レスター大学
チェンマイ大学
アリカンテ大学

KSC 12：55～13：25（昼休み）　場所：後日案内

日　時 内　容
4/11（火）
4/12（水）
4/13（木）
4/14（金）

カナダ
オーストラリア・ニュージーランド

イギリス
タイ

ゲルフ大学、クイーンズ大学、マウント・アリソン大学
クイーンズランド大学、ワイカト大学
オックスフォード大学、レスター大学
チェンマイ大学

◆個別相談会
4月15日（土）留学フェアにて先輩学生による個別相談会を実施します。詳細は国際教育・協力センターホームページ等で確認してください。

交換留学（P.25～26）

③推薦者発表 9月26日(火)①出願（オンライン） 7月28日（金）～8月1日（火）16：00

追加募集

9月26日（火）

②選考 選考通過後、
英語スコアと留学希望大学届を基に選考

■第1期募集（春学期派遣）

募集説明会 出願手続き説明会 大学選択のための
情報収集セミナー ①出願 ③推薦者発表

6月29日（木）
7月5日（水）
12:50～13:20
（昼休み）

※場所等の詳細は
ホームページで
お知らせします。

6月22日（木）
7月12日（水）
12:50～13:20
（昼休み）
※オンラインにて
実施予定

＜CIEC＞
◆英語受験者

・面接試験（適正審査）：9月5日（火）
　※予備日：9月6日（水）
◆英語以外の言語受験者

・面接試験①（適正審査）・外国語筆記試験：9月5日（火）
　※予備日：9月6日（水）

・面接試験②（外国語審査）：9月5日（火）～9月6日（水）
の間で別途日程調整
※予備日：9月7日（木）
＜学部推薦＞

8月下旬～9月中旬
※学部推薦にかかる選考内容は
各学部により異なります。

10月14日（土）
※出席必須5月10日（水）

4月20日（木）

6月6日（火）

推薦者説明会
（会場：西宮上ケ原キャンパス）②選考

7月28日（金）
～

8月1日（火）
16：00

12:50～13:20
（昼休み）
※場所等の詳細は
ホームページで
お知らせします。

※推薦者発表後に、
追加募集を予定して
います。追加募集の
対象は選考通過者
のうち派遣先大学が
決まらなかった方が
対象です。

長期留学（学部科目履修型）（P.24）

日　時

12：50～13：20（昼休み） ※日にちは、決定次第ウェブサイトにてお知らせします。

※認定留学の募集説明会は実施していません。詳しくは国際教育・協力センターまでお問い合わせください。
※オンラインにて実施予定

■第1期募集（春学期派遣）

出願期間 9月下旬予定 ※決定次第ウェブサイトにてお知らせします。 参加者発表 2月中旬頃選考 学部で審査

選考 書類選考結果発表5月26日（金）　面接選考6月10日（土） 参加者発表 6月15日（木）出願期間 5月1日（月）～5月15日（月）

国際ボランティア（P.27～30）

12：50～13：20（昼休み）4/25（火）

日　時

日　程 内　容

プログラム説明

プログラム説明

事務ガイダンス

4月18日（火）

4月19日（水）

4月20日（木）

アメリカ

オーストラリア、ベトナム

出願方法、出願時の注意事項等

12:50～13:20
（昼休み）

時　間

07 08



TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説
TOEFL®

解説

IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策
IELTS

対策

TOEIC®

試験
TOEIC®

試験
TOEFL®

試験
TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEIC®

試験
TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEIC®

試験
TOEIC®

試験
TOEFL
ITP®

試験

TOEFL
ITP®

試験

TOEIC®

試験
TOEFL
ITP®

試験

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春学期授業 定期試験 夏休み 秋学期授業 冬休み 定期試験 春休み 春学期授業 定期試験 夏休み 秋学期授業 冬休み 定期試験 春休み学内スケジュール

CIECイベント

TOEFL®, IELTS, 
TOEIC®

対策講座・試験日

TOEFL®
対策

IELTS
対策

TOEFL®/
TOEIC®
試験

海外異文化体験セミナー

外国語研修

Cross-Cultural College
（CCC）

短期海外
インターンシップ

インドネシア交流セミナー

海外フィールドワーク

中期留学

春学期

秋学期

第１期
春学期
派遣

第２期
秋学期
派遣

長期留学
（学部科目
履修型）

交換留学

第１期
春学期
派遣

第２期
秋学期
派遣

国際ボランティア

春学期
派遣

秋学期
派遣

4月 5月 6月 7月2022年～2024年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
春学期募集プログラム情報公開 秋学期募集プログラム情報公開

秋の留学フェア

募集説明会実施期間

春の留学フェア

募集説明会実施期間

春の留学フェア

春学期募集プログラム情報公開

募集説明会実施期間

秋学期募集プログラム情報公開

秋の留学フェア

募集説明会実施期間

国際教育・協力センター（CIEC）提供プログラムのほとんどが、留学に行く　　　　      約４ヵ月～１年前から出願が始まります。４年間の大学生活をどう過ごすかしっかり計画を立てて、早めに留学の準備に取り掛かりましょう！留学の計画を立てよう！

・記載内容は、2023年3月現在のものです。最新の情報は、国際教育・協力センター(CIEC)のウェブサイト等から　　　　　　  確認してください。
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派遣
派遣準備・国際ボランティアゼミⅠ履修派遣準備・国際ボランティアゼミⅠ履修 派遣準備・国際ボランティアゼミⅡ履修派遣準備・国際ボランティアゼミⅡ履修
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派遣準備・国際ボランティアゼミⅠ履修 派遣準備・国際ボランティアゼミⅡ履修派遣準備・国際ボランティアゼミⅠ履修 派遣準備・国際ボランティアゼミⅡ履修
派遣
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考
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発
表
／

　 

追
加
募
集
出
願

追
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発
表

推
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者
説
明
会

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

留学（１年間：秋出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）

留学（１学期間：秋出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）
募集説明会・出願手続き説明会

選
考

推
薦
者
発
表
／

　 

追
加
募
集
出
願

推
薦
者
説
明
会

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

留学（１年間：春出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）

留学（１学期間：春出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）
募集説明会・出願手続き説明会

追
加
募
集
推
薦
者
発
表

出
願

参
加
決
定

募
集
説
明
会

事
前
研
修
②

事
前
研
修
①

事
前
研
修
③

留学（１年間：秋出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）

留学（１学期間：秋出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）
出願・選考

参
加
決
定

募
集
説
明
会

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

留学（１年間：春出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）

留学（１学期間：春出発）（派遣先により出発・帰国日は異なる、帰国後事後研修）
募
集
説
明
会

出願・選考

出
願

参
加
決
定

事
後
研
修

帰
国
報
告
会

留学（派遣先により出発・帰国日は異なる）

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

募
集
説
明
会

出
願

参
加
決
定

事
後
研
修

帰
国
報
告
会

留学（派遣先により出発・帰国日は異なる）

募
集
説
明
会

事前研修　　　　　　 　数回）
※プログラムに　　　　　　  よって回数は異なる
事前研修　　　　　　 （数回）

※プログラムに　　　　　　  よって回数は異なる

募
集
説
明
会

出
願

募
集
説
明
会

出
願

選
考
・
参
加
決
定

選
考
・
参
加
決
定

選
考
・
参
加
決
定

選
考
・
参
加
決
定

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

プログラム実施
（国内）

プログラム実施
（国内）

プログラム実施
（カナダ） （カナダ）

プログラム実施

事
後
研
修

募
集
説
明
会

出
願

選
考
・
参
加
決
定

マ
ッ
チ
ン
グ
面
談

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

留学 留学留学 留学

募
集
説
明
会

出
願

選
考
・
参
加
決
定

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

マ
ッ
チ
ン
グ
面
談

事
後
研
修

事
後
研
修

選
考

参
加
決
定

事
前
研
修
①

事
前
研
修
②

事
前
研
修
③

マ
ッ
チ
ン
グ
面
談

選
考

参
加
決
定

事
前
研
修
①

事
前
研
修
③

事
前
研
修
②

マ
ッ
チ
ン
グ
面
談

募
集
説
明
会

出
願

募
集
説
明
会

出
願

選
考

参
加
決
定

募
集
説
明
会

出
願
選
考

参
加
決
定

事前研修（数回） 事前研修（数回）事前研修（数回） 事前研修（数回）
留学 留学 選

考

参
加
決
定

募
集
説
明
会

出
願
選
考

参
加
決
定

事前研修（数回）事前研修（数回） 事前研修（数回）事前研修（数回）
留学

選
考

参
加
決
定

事
後
研
修

選
考

参
加
決
定

事
後
研
修

留学

留学 留学留学

留学

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

※プログラムによって有無は異なる※プログラムによって有無は異なる 事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

事前研修（数回）
※プログラムによって回数は異なる

※プログラムによって有無は異なる※プログラムによって有無は異なる

参
加
決
定

事
前
研
修

事
前
研
修

事
後
研
修

募
集
説
明
会

出
願

参
加
決
定

事
前
研
修

事
前
研
修

事
後
研
修

事
前
研
修

事
前
研
修

事
後
研
修

募
集
説
明
会

出
願

参
加
決
定

参
加
決
定

事
前
研
修

事
前
研
修

事
後
研
修

留学 留学留学 留学

募
集
説
明
会

募
集
説
明
会

募
集
説
明
会

参
加
決
定

参
加
決
定

事
前
研
修

事
前
研
修

事
前
研
修

事
前
研
修

事
後
研
修

参
加
決
定

事
前
研
修

参
加
決
定

事
前
研
修

留学

留学
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海外協定大学で実施される現地のSDGsへの取り組みや文化に関する講義や現地学生との交流を通して、異文化を理解し、海外での新たな視点や価値観を得ることを

目的とした、海外留学初級者向けのプログラムです。講義や交流は日本語で行われるため、英語に自信がない、海外に行ったことがない、留学経験がないという方にお勧

めです。

実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参加費（概算）
奨 学 金
期 間

募集要項

韓国　ソウル
70名
ホテル
約19万円
短期留学奨学金（3万円）※別途、緊急留学支援金（８万円）に申請可能です。
6日間

海外で“異文化”を体験する

Intercultural Studies Seminar

海外異文化体験セミナー1-1

SDGs学習 in 韓国
8/24-8/29

2023

プログラム
実施期間

8/24
8/29

出発日

帰国日

  

参 加 資 格

外 国 語 要 件
選 考 方 法
科目・単 位 数
事 前 学 習
事 後 学 習

募集要項

・学部生（国際学部生は、本プログラムに参加しても卒業要件を満たすことはできません）
・海外渡航経験が浅い、または海外初挑戦の方
・今後、中長期留学プログラムへの参加に関心のある方
なし
なし（申込多数の場合は抽選）
グローバルスタディーズ科目「海外異文化体験セミナー」1単位（認定評価）　※同一名称科目既履修者は参加不可
出発前に１～2日間実施。事前に韓国（ソウル）での実地調査のために、SDGsや韓国の現状について学習します。
帰国後1日間実施。韓国での実地調査結果をグループごとに発表し、共有します。

韓国では、人気アイドルグループが国連本部にてSDGsに向けたパフォーマンスを行うなど、若者世代も
SDGsについて高い関心を持っています。韓国の協定大学である漢陽大学を訪問し、韓国でのSDGsの取り
組みについて学習するとともに漢陽大学で日本語を学習する学生とそれぞれの国での取り組みについて意
見交換を行い、実際にソウルの街でSDGsに関わる取り組みを一緒に調査します。

１．漢陽大学での講義「韓国におけるSDGsの取り組み」
２．漢陽大学での韓国語入門講座（現地調査で使用する挨拶などの簡単な会話を学習）
３．漢陽大学での韓国文化講義
４．漢陽大学学生との交流及びSDGsの取り組みに関する意見交換
５．漢陽大学学生と一緒に現地調査（ソウル市街）
６．韓国文化理解・体験のためのフィールドワーク（世界遺産 水原華城と韓国民俗村）

※2024年２－３月には、海外異文化体験セミナー「SDGs学習 in 台湾」、「ハワイ」の実施を予定しています。

プログラム

ポイント

漢陽大学は韓国内でトップ10にランクされる私立総合大学で、SDGs
への取り組みにも熱心な大学です。漢陽大学では日本語で本プログラ
ムの講義が実施され、日本語を専攻する学生がプログラムに参加しま
す。韓国語や英語が話せなくても日本語で交流ができ、漢陽大学の学
生がソウル市街での実地調査にも同行して、案内や調査のサポートを
してくれるので、留学初級者でも安心して参加できます。

詳細はWebを
チェック！

日程概要
8月24日（木）

8月25日（金）

8月26日（土）

8月27日（日）

8月28日（月）

8月29日（火）

関空出発　現地到着

漢陽大学にて講義・講座を受講

漢陽大学学生との交流（意見交換・現地調査案の作成）

漢陽大学学生とともに実地調査（ソウル市街）

漢陽大学学生とともに景福宮・国立博物館見学

漢陽大学学生とともに実地調査（ソウル市街）

韓国文化理解・体験のためのフィールドワーク（世界遺産 水原華城と韓国民俗村）

現地出発　関空到着

プログラム概要

夏休み（8～9月）の授業がない時期を利用して、海外の協定校で英語・中国語・朝鮮語などの言語を3～5週間で集中的に学習する短期の語学研修プログラムです。

こんな人におすすめ！

夏休みを
有効に活用して
言語を学びたい！

いきなり半年以上の
留学は不安…
まずは短期で
試したい！

海外初挑戦！
留学初挑戦！

部活や実習が
あって長期間の
留学ができない…

交換留学に向けて
語学力を伸ばしたい！

■ 参加資格
学部生
※2023年9月卒業見込者は卒業式の日程を確認した上で出願してください。
　卒業式に参加できない場合は予め学部へ連絡してください。
※学部学生だけで定員に満たない場合のみ、大学院生の参加も可能です。

■ 奨学金
短期留学奨学金（アジア：3万円、アジア以外：5万円）
※別途緊急留学支援金（8万円）を申請可能

研修で修了した科目は各自が単位認定手続きをすることにより、
2023年春学期必修科目以外の単位として認定されます（学部
生のみ）。認定単位数は、各プログラムの授業時間により2～4
単位です。ただし、単位認定の手続きは2023年9月以降に行う
ことになるため、当該学期に卒業する方は単位が認定されず、進
級・卒業判定の単位とすることもできません。なお、GPA等につい
ては、単位認定後、秋学期の成績発表時に反映されます。

■ 単位数・単位認定

■ 選考方法
選考なし
※申込者多数の場合のみ抽選を行います。

■ 外国語要件
なし

短期間で集中的に外国語を学ぶ

Short-term Language Studies Program

夏季外国語研修1-2

プログラム選択のポイント

まずどこの国・地域に行ってみたいか
考えてみましょう。北米、アジア、ヨー
ロッパ、オセアニアなど、異なる文化
を持つ様々な地域のプログラムがあ
ります。同じ国であっても、大学の所
在地が都市か郊外か
で雰囲気が全く異な
ります。どのような環
境で留学生活を送
りたいか考えてみ
ましょう。

ホームステイでは現地の一
般家庭の生活文化を体験で
き、寮では共同生活を体験し
たり、プログラムによっては
他の留学生との交流も体
験できます。留学中にどの
ような生活スタイルを体
験したいか考えてみま
しょう。

外国語研修では、プログラムによっ
て3週間と短いものから、5週間の
長いプログラムまであります。
どれくらいの期間学習したいか考え
てみましょう。

授業内容やクラス構成、参加費用
やアクティビティの内容など、いくつ
かの視点からプログラムを比較して
みましょう。例えば、現地学生と交流
機会がある、滞在国についてしっか
り学べる、授業が易しく初心者でも
安心、多数のアクティ
ビティがプログ
ラムに組まれて
いるなど。

①行先で選ぶ ②滞在形式で選ぶ ③期間で選ぶ ④プログラムの特徴で選ぶ

詳細はWebを
チェック！

プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意ください。

出願に関する注意（重要）

プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意ください。

出願に関する注意（重要）
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■派遣先一覧
英語研修

国・地域 大学名 出発日～帰国日 滞在形式/食事参加費（概算）

カナダ

イギリス

オーストラリア

ニュージーランド

75万円

111万円

38万円

46万円

54万円

77万円

60万円

81万円

91万円

106万円

マレーシア

アイルランド ダブリン・シティ大学
（30日間）

7/29出発日 8/27帰国日

オックスフォード大学

ホームステイ
朝昼夕

ホームステイ
朝昼夕

ホームステイ
朝夕

（30日間）
8/5出発日 9/3帰国日

マラヤ大学 寮
朝昼

チェンマイ大学

（23日間）
8/19出発日 9/10帰国日

（24日間）
8/18出発日 9/10帰国日

オタゴ大学

（38日間）
8/11出発日 9/17帰国日

（28日間）
8/15出発日 9/11帰国日

トロント大学
（31日間）

7/29出発日 8/28帰国日

クイーンズ大学

募集人数

アメリカ
ホームステイ

朝夕
朝昼夕

平日

土日祝

ホームステイ
朝夕
朝昼夕

平日

土日祝

寮
朝昼夕
朝

平日

土

朝夕日

カリフォルニア大学
アーバイン校 （29日間）

7/30出発日 8/27帰国日

（29日間）
7/30出発日 8/27帰国日

タイ

西オーストラリア大学

アデレード大学

クラス編成 ※

混合クラス

関学生のみ

混合クラス

混合クラス

関学生のみ

混合クラス

混合クラス

混合クラス

混合クラス

混合クラス

（23日間）
8/19出発日 9/10帰国日

中国語研修

寮
なし東海大学台湾 44万円 混合クラス

（21日間）
8/6出発日 8/26帰国日

20名

国・地域 大学名 出発日～帰国日 滞在形式/食事参加費（概算）募集人数 クラス編成 ※

朝鮮語研修

ホテル
なし慶熙大学韓国 未定 混合クラス

（24日間）
8/1出発日 8/24帰国日

35名

国・地域 大学名 出発日～帰国日 滞在形式/食事参加費（概算）募集人数 クラス編成 ※

寮
なし

ホテル
昼平日

注）日程は、変更になる可能性が
あります。

寮
朝夕平日

注）参加者が20名未満の場合は、
食事なしに変更。プログラム費用も

変更になります。

※混合クラスは、他国の学生や日本の他大学の学生との混合クラスになります。
※日本人クラスは、日本の他大学と合同で実施される日本人のためにデザインされたクラスです。
※関学生クラスは、関学生のみで実施される関学生のためにデザインされたクラスです。
※寮は関学生や他大学の日本人学生と同じ部屋になることがあります。
※ホームステイは関学生や他大学の日本人学生と同じホストファミリーとなることがあります。

クラス編成に関する注意
●ほとんどのプログラムは日本の大学における夏休みに実施しているため、「混合クラス」でも日本人の参加が非常に多くなることがあります。
●「混合クラス」の予定でも、その年によって他国の学生や日本の他大学の学生が参加しない場合もあり、日本人のみ・関学生のみのクラスになることがあります。
●「混合クラス」でも、レベル別クラスの下位クラスの学生がすべて日本人ということもあります。
●レベル別クラスを設けることが予定されているプログラムであっても、プレイスメントテスト等の結果によって参加者のレベルに大きな相違がない場合、全員が同じレベルになることがあります。

■上記情報は2023年3月現在のものです。今後変更する可能性があります。

35名

30名

25名

16名

35名

35名

35名

35名

35名

35名

ダブリン・シティ大学
授業時間数

2 0 2 3

7/31 - 8/25
1989年

大学創立年

約12,000名

学生数

7/29出発日 8/27帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約75万円
（1EUR=145円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

寮

食事 大学情報

英語研修プログラム

ダブリン・シティ大学ランゲージサービス（アイルランド政府認定校：ACELS）が
実施する「General English」を受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週
なし

プログラム実施期間

アイルランド
ダブリン市

アイルランドの文化を体験
できるアクティビティや授業
が充実！

おすすめの
ポイント！

Dublin City University

●スピーキング、リスニング、ライティング、文法、発音等に重点を置いた内容です。
●関学生のみが受講する「Cultural Studies Program」が週1回あります。この授業では、アイルランドの
歴史、文化等を学んだり、最終週には日本文化を紹介する「Japan Day」というイベントを開催します。

チェンマイ大学
授業時間数

2 0 2 3

8/21 - 9/8
1964年

大学創立年

約37,000名

学生数

8/19出発日 9/10帰国日

募集人数 参加費（概算）

16名 約46万円
（1THB=4円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホテル 朝

食事 大学情報

英語研修プログラム

チェンマイ大学ランゲージインスティチュートが実施する英語授業　
English, Community Engagements and
Thai Culture Programを受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週

プログラム実施期間

タイ
チェンマイ市

英語授業に加えてタイの言
語、文化等を楽しく学ぶ！
StudentBuddyと交流を深め
る！
「北方のバラ」と称される美
しい古都チェンマイの歴史
に触れる！

おすすめの
ポイント！

Chiang Mai University

●英語授業以外に、SDGsに関するスタディ他、タイ文化体験クラスを受講します。
●最終日にはプレゼンテーション授業とお別れ会があります。

オックスフォード大学
授業時間数

2 0 2 3

8/7 - 9/1
11世紀

大学創立年

約22,000名

学生数

8/5出発日 9/3帰国日

募集人数 参加費（概算）

30名 約111万円
（1GBP=170円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

寮

食事 大学情報

英語研修プログラム

オックスフォード大学ハートフォードカレッジが本学学生のために企画する
約4週間の特別研修「4-week British Culture and Society」を受講します。

約  5時間
約20時間

1日

週

朝昼夕平日

朝土

朝夕日

プログラム実施期間

普通では留学することが難
しいイギリスの伝統ある名
門大学で学び、生活するこ
とができる！

おすすめの
ポイント！

The University of Oxford

●スピーキングを中心に学び、歴史・文化の授業への理解を深められるフィールドトリップに参加します。
●Residential Advisor（RA）と呼ばれるオックスフォード大学生（または卒業生）が寮に同居し、様々な
課外活動を企画してくれるほか、勉学、生活面の指導・助言をします。

イングランド
オックスフォード市

マラヤ大学
授業時間数

2 0 2 3

8/21 - 9/8
1905年

大学創立年

約17,580名

学生数

8/19出発日 帰国日

募集人数 参加費（概算）

25名 約38万円
（1US$=140円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホテル

食事 大学情報

英語研修プログラム

マラヤ大学の人文社会学部が実施する3週間のコースを受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週
朝昼平日

プログラム実施期間

マレーシア
クアラルンプール市

Buddyと寝食を共にするこ
とで、1日中英語に触れられ
異文化への理解が深まる！
東南アジアの文化を満喫
しよう！

おすすめの
ポイント！

University of Malaya

●午前は、「読む、書く、聞く、話す」の総合的な英語力アップを目指します。
●午後は、英語の実践（朗読、英語劇、ディベート大会など）と、マレーシア文化の理解を目的とした
　各種実習が予定されています。
●マラヤ大学の学生が相手となり、教室内外で補助を行ってくれるBuddy Programがあります。
●様々なアクティビティ、フィールドトリップがあります。

9/10
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西オーストラリア大学
授業時間数

2 0 2 3

8/14 - 9/15
1911年

大学創立年

約24,000名

学生数

8/11出発日 9/17帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約77万円
（1AU$=100円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホームステイ

食事 大学情報

英語研修プログラム

西オーストラリア大学のCentre for English Language Teachingが
提供する約4週間の「Language and Communication Essentials」を
受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週

朝夕
朝昼夕

平日

土日祝

プログラム実施期間

西オーストラリア州
パース市

・オーストラリアの名門
「Group of Eight」の1つ！
・「Kaiwa Class」で現地学
生と交流できる！

おすすめの
ポイント！

University of Western Australia

●総合的な英語学習を行います。
●毎週水曜日には「Kaiwa Class」に参加して現地学生と交流することができます。
●1週目にオーストラリアの文化を集中的に体験する授業やフィールドトリップを予定しています。

アデレード大学
授業時間数

2 0 2 3

8/21 - 9/8
1874年

大学創立年

約28,000名

学生数

8/18出発日 9/10帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約54万円
（1AU$=100円換算）

レベル別クラス 滞在形式

ホームステイ 朝昼夕

食事 大学情報

英語研修プログラム

アデレード大学のEnglish Language Centre (ELC) が本学学生のために実施する
「3 Week Beginners English + Australian Cultural Activities Study Tour Program」
を受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週

プログラム実施期間

オーストラリア
南オーストラリア州　アデレード市

初級者向けプログラム！（必要
に応じて日本人スタッフがサ
ポート）
美しいキャンパス、アデレード
の街並み、海岸を満喫できる！
ホストファミリーとの距離が
近い！

おすすめの
ポイント！

The University of Adelaide

●研修の難易度が低く、英語初級者向けプログラムです。
●英語4技能（スピーキング・リスニング・リーディング・ライティング）の向上を目的としています。
●授業に加え、ホームステイ体験やアクティビティを通じての学びがバランス良く組み込まれています。

なし
※参加者が20名以上の場合は
　クラス分けあり

オタゴ大学
授業時間数

2 0 2 3

8/17 -9/8
1869年

大学創立年

約20,000名

学生数

8/15出発日 9/11帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約60万円
（1NZ$=90円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホームステイ 朝昼夕

食事 大学情報

英語研修プログラム

オタゴ大学ランゲージセンターが実施する総合英語「General English」を
受講します。

約4～5時間
約23時間

1日

週

プログラム実施期間

ニュージーランド
ダニーデン市

ニュージーランドの豊かな
自然と文化の両方を満喫！
ホストファミリーとの距離が
近いのも特徴！

おすすめの
ポイント！

University of Otago

●授業は初級から上級までの5レベルに分けられ、リーディング、ライティング、リスニング、スピーキング、
文法、語彙をバランスよく学びます。

●世界で最も美しいといわれる大学（キャンパス）で英語授業と異文化体験ができます。
●質の高い英語授業で、英語の流暢さと正確さを向上させることに重点を置いています。

トロント大学
授業時間数

2 0 2 3

7/31 - 8/25
1827年

大学創立年

約91,000名

学生数

7/29出発日 8/28帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約81万円
（1CA$=105円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホームステイ 朝夕

食事 大学情報

英語研修プログラム

トロント大学のSchool of Continuing Studiesが実施する約4週間の
「English for Effective Communication」を受講します。

約 4時間
約20時間

1日

週

プログラム実施期間

カナダ
オンタリオ州　トロント市

カナダの都会を満喫できる！
講師の的確なフィードバッ
クで語学力も向上！

おすすめの
ポイント！

University of Toronto

●1クラス18名を上限とした小規模なクラスとなります。
●スピーキングに重点を置き、多様な場面に対応できるスピーキング力を身につけることが目標です。
●個別に長所・短所についてフィードバックがあります。

授業時間数

2 0 2 3

8/2 - 8/23
8/1出発日 8/24帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 未定
（100KPW=11円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホテル なし

食事 大学情報

約 4時間
約20時間

1日

週

プログラム実施期間

カリフォルニア大学アーバイン校
授業時間数

2 0 2 3

7/31 - 8/25
1965年

大学創立年

約37,600名

学生数

7/30出発日 8/27帰国日

募集人数 参加費（概算）

35名 約106万円
（1US$=140円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

ホームステイ

食事 大学情報

英語研修プログラム

カリフォルニア大学アーバイン校（UCI）が実施する「Conversation and Culture 
Program」を受講します。

約2.5時間
約15時間

1日

週

朝夕
朝昼夕

平日

土日祝

プログラム実施期間

アメリカ合衆国
カリフォルニア州
アーバイン市

カリフォルニアの街を楽し
める！
UCIの学生と交流すること
ができる！

おすすめの
ポイント！

University of California, Irvine

●総合的な基礎英語力の習得を目的とした内容となっています。
●午前中のクラスは、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの各分野における総合的な
基礎語学力の向上を図るカリキュラムです。
●午後は、関学生独自のクラスで、語学学習をサポートするConversation Partner（CP）であるUCIの
学生とスポーツや文化交流をしたり、大学の近隣のサイトビジットが実施されます。

東海大学
授業時間数

2 0 2 3

8/8 - 8/25
1955年

大学創立年

約17,000名

学生数

8/7出発日 8/26帰国日

募集人数 参加費（概算）

20名 約44万円
（1US$=140円換算）

レベル別クラス

あり

滞在形式

寮 なし

食事 大学情報

中国語研修プログラム

東海大学中国語センターが実施する「3週間短期集中」コースを受講します。

約3.5時間
約16時間～18時間

1日

週

プログラム実施期間

台湾
台中市

明日すぐ使える実践的な中
国語を学べる！
台湾の文化にもたくさん触
れられる！

おすすめの
ポイント！

Tunghai University

●少人数クラスで行われます。
●本プログラムは台湾、香港、マカオ等で使用されている繁体字の中国語学習となります。中国本土
で使用されている簡体字とは異なりますので注意してください。
●中国語の授業だけでなく、「台湾を知る」ための特別講座や東海大学の学生との交流、キャンパスツ
アー、文化体験、学外ツアーなども含まれています。
●現地滞在中は東海大学の学生がサポートしてくれる制度があります。

35名 約91万円
（1CA$=105円換算） あり 寮約3～4時間

約21時間
1日

週

クイーンズ大学
授業時間数

2 0 2 3

8/1 - 8/25
1841年

大学創立年

約23,000名

学生数

7/30出発日 8/27帰国日

募集人数 参加費（概算） レベル別クラス 滞在形式 食事 大学情報

英語研修プログラム

クイーンズ大学のSchool of Englishが実施する
約4週間の「Canadian English Experience」プログラムを受講します。

プログラム実施期間

オンタリオ州
キングストン市

会話を重視した授業で、
English Only Ruleがあり、
英語を話す機会が多い。
フィールドトリップでは有名
な観光地を巡り、カナダの
文化に触れることができる！

おすすめの
ポイント！

Queen's University

●ロールプレイ、プレゼンテーションなどを通じて総合的な英語力アップを目指します。
●English Only Ruleがあります。
●現地学生が様々な課外活動を企画し、勉強面だけでなく生活面のサポート・助言もしてくれます。

朝夕
※参加者が20名未満の場合は、
　食事なしに変更。プログラム
　費用も変更になります。

平日

慶煕大学
1949年

大学創立年

約32,000名

学生数朝鮮語研修プログラム

慶熙大学国際教育院が実施する「夏季3週間課程研修」を受講します。

韓国
ソウル特別市

どの授業も丁寧で分かり
やすい！
語学だけでなく、文化もしっ
かり学べる！

おすすめの
ポイント！

Kyung Hee University

●午前中は、スピーキング・リスニングを中心とした機能別授業を受けます。
●午後は、韓国文化に関する授業を受けます（計4回）。（カリグラフィ、KPOPダンスなど）
●希望者は、文化授業の代わりに、作文・読解の授業を選択できます。
●プログラム中に2回、現地学習（フィールドトリップやアクティビティ）が予定されています。
●慶煕大学の学生がサポートしてくれるトウミ（チューター）制度があります。

※2023年3月現在、プログラムの実施は未定です。
　実施が決定次第、4月以降に情報を公開します。
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実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式

参加費（概算）
留 学 期 間
実 施 機 関

募集要項

アメリカ　ロサンゼルス
20名
ビジネス研修（4日間）：ホテル　
インターンシップ：ホームステイ（GCP）/ホテル（PBL）
83万円
約3週間
ライトハウス・キャリアエンカレッジUSA

インターンシップを行う前に、他大学の学生と合同でビジネス研修に参加します。全国の同世代の学生とキャリ
アについて話し合う貴重な機会です。

１．ビジネス研修（4日間）

以下の2コースに分かれ、日系企業でインターンシップを行います。
（予めどちらかを選択して参加していただきます。）

２．インターンシップ（約3週間）

プログラム

オーストラリア
・ ホテル・レストラン等【英語を使ったホスピタリティ系】インターンあり
・ 安全・安心！！「シドニーcity」で仕事終わりのOFFタイムも充実！

ベトナム
・ 人事が食いつくアセアンでのインターン経験で“ガクチカ”ゲット！
・ 費用がリーズナブル！

アメリカ
・ リアルな「インターンシップ体験」。コースや業界の選択肢も多数！
・ 「合同ビジネス研修」で異文化・異世代の人と交流できる！
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開発途上国の現場における導入的学びのためのプログラムです。特に本学が提供している「国連ユースボランティア」および「国際社会貢献活動」など、将来的に中長期の海

外ボランティアプログラム参加を検討している方向けの短期研修プログラムです。担当教員による指導のもと、開発途上国における経済・歴史・教育・文化などの現状について

理解を深めます。２０23年度春学期はマレーシアで実施します（2023年度秋学期はマレーシア・ベトナムで開催予定）。

現地に渡航する前に、自宅からONLINEで参加します。企業でのインターンシップの前に、「働く」ことについて

見つめ直すことで、現地での研修をより有意義なものにします。

★グローバルリーダーフォーラム：海外展開する日系企業に勤務する方から、グローバル最前線のお話を聞きます。

★学生フォーラム：世界各地からの学生たちと、「働く」「暮らす」「生きる」についてディスカッションします。

★キャリアフォーラム：世界で活躍する若手日本人から海外での就職や生活について学びます。

●事前講座（ONLINE・2日間8/5（土）・8/6（日））

★参加決定後に実施する、マッチング面談での希望を基に配属された企業で4週間インターンシップを行いま

す。研修を通じて「海外で働くこと」を体験します。

※ホームステイは、関学生や他大学の日本人と同じホストファミリーとなることがあります。

●企業インターン研修（実地研修/4週間）

★参加決定後に実施する、マッチング面談での希望を基に配属された企業で3週間インターンシップを行いま

す。研修を通じて「海外で働くこと」を体験します。

プログラム

多文化・他民族国家における人々の生活の在り方への調査を行います。

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（以下UTAR）にて講義

農家、日系企業、保健所、学校、孤児院等を訪問し、インタビュー予定

UTARの学生や孤児院のこども達との交流

1． 講義

2． 調査

3． 交流

4． 学びの総括、グループワーク

開発途上国の現状を知る

Overseas Fieldwork

海外フィールドワーク1-3

実 施 場 所

募 集 人 数

滞 在 形 式

参 加 資 格

参加費（概算）

奨 学 金

科目・単 位 数

留 学 期 間

授 業 担 当 者

注 意 事 項

募集要項

マレーシア

15名

寮またはホテル

1.学部生（2023年9月卒業見込者は出願不可）

2.英語で行われる講演などを理解できる語学力を有するもの
※英語能力を証明できる書類を提出できる者が望ましい。

27万円（１US＄＝140円換算）

短期留学奨学金（3万円）

グローバルスタディーズ科目「海外フィールドワーク」2単位

11日間

佐久間　潤　国際教育・協力センター教授

※プログラム実施期間と重複する集中講議を履修している場合、

当該プログラム出願資格はありません。

マレーシア
7/31 - 8/9

2023

プログラム
実施期間

7/31
8/10

出発日

帰国日

オーストラリア

Vietnam

Australia

ベトナム
ベトナム・ホーチミンで実施する約3週間のインターンシッププログラムです。ベトナムは近年著しい経済成長を遂げ、30代以下の人口が6割

という若い力を持つ国であり、日本企業の進出も著しい国です。そんなベトナムで働く日本人の姿や、日系企業のあり方を実際に見るために、

ベトナムの日系企業でインターンシップを行います。

実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参加費（概算）
留 学 期 間
実 施 機 関
現地プログラム

募集要項

ベトナム　ホーチミン
16名
ホテル
48万円
約3週間
ライトハウス・キャリアエンカレッジ（株）
平日は現地日系企業でインターンシップを行います（教育、不動産、旅
行、IT、小売り、人材、メディア系等）。参加決定後にマッチング面談を
行い、配属企業を決定します。

オーストラリア・シドニーで実施する約4週間のインターンシッププログラムです。多民族・文化国オーストラリアで働く日本人の姿や、日系企業

のあり方を実際に見るために、オーストラリアでのインターンシップを行います。

プログラム

実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参加費（概算）
留 学 期 間
実 施 機 関
現地プログラム

募集要項

オーストラリア　シドニー
20名
ホームステイ ※
70万円
約4週間
ライトハウス・キャリアエンカレッジ（株）
平日は現地日系企業でインターンシップをおこないます（教育、不動
産、旅行、食品、人材、メディア系等）。参加決定後にマッチング面談
をおこない、配属企業を決定します。
土日祝日は基本的に休日となりますが、職種により曜日が異なる可能
性があります。

8/10 - 9/1
2023

プログラム
実施期間

8/10
9/2

出発日

帰国日

8/10 - 9/9
2023

プログラム
実施期間

8/10
9/10

出発日

帰国日

詳細はWebを
チェック！

海外の日系企業でビジネス現場を体験する

Short-term Business Internship Program

短期海外インターンシップ1-4

詳細はWebを
チェック！

Malaysia

参 加 資 格

外 国 語 要 件

選 考 方 法

奨 学 金

科目・単 位 数

注 意 事 項

募集要項（共通事項）

学部生（2023年度9月卒業見込者は、本プログラムの単位を卒業に

必要な要件に含めることはできません。）

TOEIC®450点以上の英語力があることが望ましい。

書類選考

井谷憲次奨学金（オーストラリア・アメリカ：5万円/ベトナム：3万円）

グローバルスタディーズ科目「短期海外インターンシップ」

4単位

※単位の取り扱いが学部・学年によって異なる場合がありますので、

所属学部の履修心得で確認してください。

※プログラム実施期間と重複する集中講議を履修している場合、 

当該プログラム出願資格はありません。

短期海外インターンシップは、夏休み・春休みを利用して、主に海外の日系企業でインターンシップを行う短期プログラムです。

英語を駆使して働くことよりも「海外で働くこと」を経験することに重きをおいたプログラムで、将来の進路やキャリアを考える際、自分に向いている職種・業界など、自分を見つめ

直すきっかけにもなります。これから就活を始める方はもちろん、進学を考える方にもキャリア設計を考えていくのに必要な視点を養えるという点でおすすめのプログラムです。

現地に渡航する前に、自宅からONLINEで参加します。企業でのインターンシップの前に、「働く」ことについて

見つめ直すことで、現地での研修をより有意義なものにします。

★グローバルリーダーフォーラム：海外展開する日系企業に勤務する方から、グローバル最前線のお話を聞きます。

★学生フォーラム：世界各地からの学生たちと、「働く」「暮らす」「生きる」についてディスカッションします。

★キャリアフォーラム：世界で活躍する若手日本人から海外での就職や生活について学びます。

●事前講座（ONLINE・2日間8/5（土）・8/6（日））

●企業インターン研修（実地研修3週間）

現地プログラム

The United State of Americaアメリカ
アメリカ・ロサンゼルスで実施する約3週間のインターンシッププログラムです。日系企業の進出が中国に次いで世界で2番目に多いアメリカ、

その中でも特に日系企業が多いロサンゼルスでインターンシップを行います。

8/2 - 8/26
2023

プログラム
実施期間

8/2
8/27

出発日

帰国日

18

プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意ください。

出願に関する注意（重要）
グローバルキャリアプログラム（GCP）
現地日系企業でのインターンシップです。
事務所内での電話応対から、社員同行の元でのお
客様訪問まで、ビジネスの前線での幅広い業務が
経験できます。

マーケティング型ビジネス体験プログラム（PBL）
ロサンゼルスの日系企業が抱える課題を、消費者
へのアンケートや競合調査などの実践的なマーケ
ティング調査から解決し、現役のビジネスパーソンに
対し事業提案をする実践型プログラムです。
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カナダの学生と「協働」で学ぶプログラム

クロス・カルチュラル・カレッジ

Cross-Cultural College（CCC）1-6

概要
Cross-Cultural College(CCC)とは、関西学院大学とカナダの4大学が協働で運営するバーチャル・カレッジです。異文化理解やコミュニケーション力を持ち、多文化を共生させながら、

グローバル社会の持続的な発展と成長に寄与できる世界市民リーダーズを育成します。

詳細はWebを
チェック！

■目的と特徴
□ カナダの学生と寝食をともにしながら「協働」で学ぶ
□ 多国籍な場面で活躍できる実践的な能力を養う
□ プログラムの使用言語はすべて「英語」

•グローバル展開している企業が抱える課題について海外の学生と意見交換をしてみたい
•中期留学や交換留学、国際ボランティアなどから帰国した後も英語力を維持、向上させたい
•英語を学ぶのではなく、「英語で学ぶ」環境に身を置きたい
•早期に修了証書を手に入れて、就職活動でアピールしたい

このような学生にお勧めです

CCC Global Career Seminar in Japan

CCC Global Internship in Japan

概 　 要

実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参 加 資 格
外 国 語 要 件

選 考 方 法
参加費（概算）
奨 学 金
科目・単 位 数
実 施 期 間

日加の学生混成のグループを組み、企業・団体等から与えられる国際展開等に関する課
題について解決策を立案するプログラム。プログラム前半では、企業・団体等の事業に
精通し、第一線で活躍している方々に会い直接情報収集を行います。その後、グループ
内で解決案を導き出し、最終的にその方々に対してプレゼンを行い講評を得ます。普段な
かなか会うことのできない企業・団体等の方々の考えに触れることにより、ビジネスならで
はの視点を学びつつ、多国籍な場での合意形成を体感します。
※関西学院大学に在籍する外国人留学生・交換学生とグループを組むこともあります。
西宮上ケ原キャンパス
20名（予定）
ホテルもしくはホステル（予定）
学部2年生以上（大学院生を除く）の者
TOEIC®680点（またはTOEFL ITP®530点、TOEFL iBT®71点、
IELTS（アカデミック）5.5点、英検準1級）以上のスコアを有する者
書類および面接選考
14万5000円（宿泊費などを含む）
井谷憲次奨学金（2万円）
グローバルスタディーズ科目「CCC Global Career Seminar in Japan」3単位
8月3日～11日。国内で実施されるプログラムです。

概 　 要

実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参 加 資 格
外 国 語 要 件

選 考 方 法
参加費（概算）
奨 学 金
科目・単 位 数
実 施 期 間

日加の学生がペアとなり、国際展開に積極的な企業・団体で10営業日間のインターン
シップを行うプログラム。異なるバックグラウンドを持つ者同士がペアになることで、それぞ
れの独自性を尊重しながら一つの目的に向けて協働することを体感することができます。
インターンシップのほか、事前講義ではインターンシップに必要なビジネスに関する基礎知
識を学び、事後講義ではプレゼンを通して各インターンシップ先での学びを学生全体で共
有し、更なる気づきや学びを醸成します。
※関西学院大学に在籍する外国人留学生・交換学生とペアを組むこともあります。
西宮上ケ原キャンパス及びインターンシップ先、その他
10名（予定）
ホテルおよび寮（予定）
学部2年生以上（大学院生を除く）の者
TOEIC®680点（またはTOEFL ITP®530点、TOEFL iBT®71点、
IELTS（アカデミック）5.5点、英検準1級）以上のスコアを有する者
書類および面接選考
18万円（宿泊費、往復新幹線代などを含む）
井谷憲次奨学金（2万円）
グローバルスタディーズ科目「CCC Global Internship in Japan」3単位
8月18日～9月2日。国内で実施されるプログラムです。

8月実施プログラム募集要項

8/3 - 8/11
2023

プログラム
実施期間

8/18 - 9/2
2023

プログラム
実施期間

プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意下さい。

出願に関する注意（重要）

本セミナーは、インドネシアの協定校サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学と本学との間で40年以上にわたり毎年行われている国際合同セミナーで、両大学間ではEast Asia 

Student Encounter（EASE）の名称で親しまれています。今年度はインドネシアで開催されます。

このセミナーの目的は、多文化・多民族国家であるインドネシアの学生と共に学び、多様な交流プログラムなどを通して相互理解を深めつつ、より良い国際社会を創り出す「世界

市民」としての資質を身につけることです。両国の学生間の知的・人的交流を重視しており、学生が主体的に企画・運営するプログラムや少人数で言葉を交わす機会が多いこと

が特色です。英語によるコミュニケーション力を磨きながら、文化・価値観の異なる仲間と友情を築くこのセミナーは生涯忘れられない経験になることでしょう。 

1．今年のテーマ“Elevating life missions: service to humanity & world peace”に関連する講義
2．学生の研究発表、グループディスカッション
3．文化紹介などによる交流
4．その他
①6月から7月下旬にかけ、事前研修を実施します（毎週土曜日）。
②セミナー終了後、事後研修を経て報告書を作成します。

プログラム

実 施 場 所

募 集 人 数

滞 在 形 式

参 加 資 格

外 国 語 要 件

選 考 方 法

参加費（概算）

奨 学 金

科目・単 位 数

留 学 期 間

授 業 担 当 者

募集要項

インドネシア（中部ジャワ）サラティガ市、他

15名

サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学の寮、他

1．学部生（2023年9月卒業見込者は参加不可）

2.本セミナーに全日程参加できる者

3.本セミナー準備のための事前研修に参加できる者

4.自宅でインターネット環境が整っており、ZoomなどのWeb会議

　ツールを使用できる者

なし（日常会話程度の英語力があることが望ましい）

書類選考および面接選考

18万円

短期留学奨学金（3万円）

グローバルスタディーズ科目「インドネシア交流セミナーA」2単位

約2週間

クリスティアン・トリーベル助教

語学力アップ+インドネシア文化交流

East Asia Student Encounter

インドネシア交流セミナー1-5

国際教育・協力センター（CIEC）では様々なレベルの留学プログラムを運営しています。
初心者向けのプログラムに参加して語学力や異文化理解能力を高めた後は、
上級レベルのプログラムに挑戦してみましょう！

上記はあくまで一例です。複数プログラムの参加を考えている方は、CIECまでご相談ください。

上級者向けプログラムへのステップアップ！

1ヵ月のプログラムで語学力と異文化理解能力を高めた後、自分の興味のある分野を海外で勉強しよう！

外国語研修　→　交換留学

開発途上国でフィールドワークの基礎を学んだ後、途上国での教育、広報、その他多様な活動を通じて自身の経験や能力を磨こう！

海外フィールドワーク　→　国際ボランティア

英語中期留学に参加して語学力を高めた後、カナダ人学生やグローバル企業と共にビジネス課題について考える能力を
養おう！

）CCC（egelloClarutluC-ssorC→学留期中語英

複数プログラム参加
例

8/3 - 8/15
2023

プログラム
実施期間

8/2
8/17

出発日

帰国日

プログラムの期間と重複する集中講義を履修している場合、当該プログラムの出願資格はありませんのでご注意ください。

出願に関する注意（重要）
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CCC Global Career Seminar in Japan
CCC Global Internship in Japanのセット参加をオススメしています！
セミナー形式、インターンシップ形式と異なるアプローチでビジネスを体感できます。
普段の日常生活から離れて、「英語+ビジネス」の環境にどっぷりつかってみませんか？

・このプログラムに参加するカナダ側学生もCCC Global Career Seminar in JapanおよびCCC Global Internship in Japanの両方に
 参加する学生が多いので、同じ仲間と一緒に、両方のプログラムに参加することが可能です。
・いずれもCP対象科目ですので、早期にCPを修了させたい人にはセット参加がおすすめです。

過去のプログラムの参加学生の声はウェブサイトで公開しています！

Semester Study Abroad Program-English 

追加募集実施プログラム

英語中期留学2-1

海外協定校の附属機関が実施する英語の集中学習と外国での実生活を組み合わせた約1学期間のプログラムです。
英語力の向上はもちろんのこと、留学先での経験を通して世界市民としての感覚を身につけることができます。
英語運用能力の向上に主眼を置いたプログラムのため、帰国時にはTOEFL ITP®の点数で30点から50点程度のレベルアップを目標としています。
TOEIC®のレベルアップをしたい方にもお勧めのプログラムです。

出 願 期 間
参 加 資 格

外 国 語 要 件

選 考 方 法
参加費（概算）
奨 学 金
科目・単 位 数
留 学 期 間

募集要項

〈秋学期追加募集〉4月1日（土）～4月23日（日）23：59
１．留学時に学部2年生以上であること（大学院生は申込不可）。
２．第1学年度必修の英語の単位をすべて修得していること。　
参加希望プログラムの対象英語スコアを満たしていること。
※いずれも2021年4月以降受験分のスコアのみ有効
出願人数が募集人数を上回った場合には、書類選考のうえ、抽選により参加者を決定します。
上記一覧表参照
中期留学奨学金（20万円）
2022年9月発行の「国際教育・協力プログラム募集要項2022秋学期出願ver.」及びWebページ参照
１学期間

中期留学科目

履修登録時の注意点

留学にかかる費用

●各プログラムごとに定められた単位が認定されます。ただし、派遣先大学で実施される授業への出席状況不良、課題未提出等で不合格になったTermがあった場合は、残りのTermの
授業科目の履修はできません。この場合、直ちに自費での帰国を求めます。
●派遣先大学のカリキュラム変更により授業時間数（単位数）もしくは科目名が変更される場合があります。
●2022年度以前入学の国際学部生については、科目名、成績評価方法、単位取り扱いが他の学部とは異なります。詳細は、国際学部の留学の手引きにて確認してください。
●原則として、2023年秋学期の履修科目については、各プログラムの該当科目のみとなります。履修の取り扱いは学部により異なりますので、所属学部事務室で確認してください。
●留学前後の休暇中に開講される集中講義で、参加する中期留学科目の研修期間と授業期間が重ならない科目については、履修することが可能です。希望者は期日内に申込・登録
を各自で行ってください。
●中期留学参加期間中であっても、本学学費の納入が必要です。
●参加決定後、すぐに申込金（20万円）の納入が必要です（オックスフォード大学のみ120万円）。
●中期留学奨学金（20万円）または国際学部奨励金が適用されます。また、緊急留学支援金（10万円）の支給対象プログラムです。

国名

ニュージーランド

滞在方式

ホームステイ

参加費（概算）※4

145万円

募集人数※5

各大学
数名～
10名程度

大学名

ワイカト大学

対象英語スコア※１※2

TOEFL ITP®：420～500点
またはTOEFL iBT®：36～61点
TOEIC：500点～650点
またはIELTS 4.0点～5.0点

日本出発日～日本到着日※3

8/19（土）～12/10（日）

タイ サービスドアパートメント 100万円チェンマイ大学 8/25（金）～12/17（日）

学生寮 165万円マウント・アリソン大学

TOEFL ITP®：450～530点
またはTOEFL iBT®：45～71点
TOEIC：550点～750点または
IELTS 4.0点～5.5点

8/28（月）～12/10（日）

カナダ ホームステイ 187万円クイーンズ大学 8/12（土）～12/10（日）

ホームステイ 153万円ゲルフ大学 8/29（火）～12/17（日）

イギリス
学生寮 167万円レスター大学 9/1（金）～12/13（水）

学生寮 450万円オックスフォード大学 10/11（水）～2024/3/10（日）

オーストラリア ホームステイ 153万円クイーンズランド大学 

以下のいずれか
TOEFL ITP®：450以上
TOEFL iBT®：45以上
TOEIC®：550点以上
IELTS： 4.0点以上

8/18（金）～12/10（日）

※1　出願希望大学所定の対象英語スコアを上回っている場合は、出願前に国際教育・協力センターまで相談してください。
※2　TOEFL iBT®Special Home Edition、TOEIC®IPオンライン、IELTS Indicatorでの出願も可能です。 　※3　日本出発日・到着日は、変更されることがあります。
※4　参加費には、現地授業料、滞在費、渡航費、海外旅行保険料、危機管理サービス料などが含まれます。
※5　参加決定者数が最少催行人数に満たない場合は、渡航先の変更やプログラム中止等の措置が取られることがあります。
※6　ホームステイや学生寮は、関学生や他大学の日本人と同じホストファミリー・同部屋になることがあります。

※各プログラムの詳細についてはWebページを参照してください。

●新型コロナウイルス感染症の影響により、今後ビザ等渡航に必要な手続きに変更が生じた場合は、実施中止となる場合もあります。
●プログラム参加には3回の新型コロナウイルスワクチン接種が必須です。
●2023年度秋学期中期留学参加決定者の留学先変更はできません。
●マウント・アリソン大学・チェンマイ大学については参加人数が最少催行人数に満たない場合、プログラムを中止する場合があります。
●オーストラリア、ニュージーランド、スペイン、タイで実施するプログラムはビザの取得が必要です。
　ビザ申請手続きについては本学から申請方法を案内しますが、参加者個人の責任のもと、各自で手続きを行っていただきます。万一、ビザが取得できなかった場合はプログ
ラムに参加することはできません。

出願に関する注意（重要）

2023年度秋学期追加募集 対象：学部2年生以上

英語中期留学・スペイン語中期留学　全プログラム共通注意事項 必ず確認してください。
CPはCCCが提供する修了証プログラムで、多文化共生や国際関係など、異文化に関する英語開講科目で構成されています。カナダの学生と寝食を共に
しながらビジネス課題に挑戦するCCC Global Career SeminarやCCC Global InternshipもこのCPの必修単位（選択必修３）に含まれており、指定の科
目群の中から合計16単位を修得し、所定の英語要件を満たした学生には、修了証書が授与されます。プログラムに取り組むことで、高い英語運用能力と幅
広い国際的視野を身につけることができます。これまでに日加合わせて240名の学生が修了しました。

CCC修了証プログラム

※登録届は国際教育・協力センターのウェブサイトにてダウンロードできます。

TOEIC®680点（またはTOEFL ITP®530点、TOEFL iBT®71点、IELTS（アカデミック）5.5点、
英検準1級）以上の英語能力を有している学部生であること

①CCCの定めた科目群の中から合計16単位を修得していること（内訳は以下を参照してください。）
②TOEIC®820点（またはTOEFL ITP®580点、TOEFL iBT®92点、IELTS（アカデミック）6.5点、
　英検1級）以上の英語能力を有している学部生であること

登録要件

修了要件

CP対象科目、登録
方法はウェブサイトで
確認！

※経済学部、総合政策学部、人間福祉学部、国際学部、教育学部は自学部開講科目あり
※交換留学先での取得単位や現在掲載されていない科目も認定の可能性あり

CP対象科目
カテゴリー 必要単位数 内　容
選択必修1 2 英語で多文化共生論について学ぶ科目
選択必修2 2 英語で国際関係論について学ぶ科目
選択必修3 3 CCC Global Career Seminar または CCC Global Internship
選択1 9 英語でCCCの理念に合致する内容を学ぶ科目

修了証プログラム(Certificate Program〈CP〉)に挑戦しよう！

プログラム参加した背景や、
1日のスケジュール、これから参加する方へ
のアドバイスが掲載されています！
プログラムの内容についてもっと知りたい
方はこちらをチェックして下さい。
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Term 期間 授業内容

Ⅰ 9月4日（月）～10月27日（金）

Ⅱ 10月30日（月）～12月21日（木）

●各タームごとに、4週間のセッションを2回ずつ受講するため、最大4レベルの授業を経験することができます。セッション終了時の「修了
試験」の結果により、次に受講するクラスが振り分けられます。

●毎日3時間のスペイン語コースと1時間の選択コースを受講します。選択コースは原則「会話」のコースを受講しますが、上級レベルの
場合は文化、美術、商業、ツーリズムなどの各テーマから選択することができます。

プログラム

1学期間スペイン語を集中的に学ぶことができるプログラムです。現地に約4ヵ月間滞在し、アリカンテ大学語学教育センターが提供するスペイン語コースを受講します。初級から

上級まで自身のレベルに応じてスペイン語を学ぶことができます。

※プログラムの詳細については2022年9月発行の「国際教育・協力プログラム募集要項2022秋学期出願ver.」及びWebページを参照してください。

　　

Semester Study Abroad Program-Spanish

スペイン語中期留学2-2

出 願 期 間
留 学 期 間
実 施 場 所
募 集 人 数
滞 在 形 式
参 加 資 格

外 国 語 要 件
選 考 方 法

募集要項

〈秋学期追加募集〉4月1日（土）～4月23日（日）23：59
1学期間
スペイン　アリカンテ大学
若干名  
学生寮
1.留学時に学部2年生以上であること（大学院生は申込不可）。
2.所属学部が指定する第1学年度必修科目、選択必修科目もしくは
選択科目のスペイン語4単位以上を修得していること。
なし
出願人数が募集人数を上回った場合には、書類選考のうえ、抽選に
より参加者を決定します。

参加費（概算）

奨 学 金
科目・単 位 数

130万円
※留学査証の申請が必要です。東京のスペイン大使館での手続きのため、申請料、
滞在費用などが別途必要です。
※留学査証取得方法は2022年11月現在の情報です。今後変更になる可能性があります。
※テキスト代が別途60€程度必要です（現地で購入）。  
中期留学奨学金（20万円）  
Term1：「スペイン語中期留学Ⅰ」7単位（160時間）
Term2：「スペイン語中期留学Ⅱ」7単位（160時間）

9/4 - 12/21
2023

プログラム
実施期間

9/2
12/24

出発日

帰国日

中期留学の共通案内については、P22を参照してください。

2023年度秋学期追加募集 対象：学部2年生以上

中期留学先輩学生の体験談を聞いてみよう！

1学期間または2学期間（1年）
第1期募集：翌年2月～4月開始の留学
第2期募集：翌年8月～9月開始の留学
各大学の募集上限まで
主に派遣先大学が紹介する学生寮またはホームステイでの滞在。
①学部2年生以上（入学年度に、次年度の第1期募集に出願し、入学年度の2月から留学を開始することは可能）
②2023年度春学期までに本学の交換留学で定めている所定の単位数を修得している者、または修得見込みの者。
③出願時に留学先大学が定めるGPA及び英語スコアの基準を満たしている者。
　※必要単位数及び各大学の出願資格はCIECウェブサイトの長期留学（学部科目履修型）詳細ページを参照
●本学の学費納入と共に留学先大学への授業料納入が必要です。
●留学査証取得費用、往復旅費、生活費、海外旅行保険、現地大学が指定する保険、教科書代等、その他留学に係る全ての費用は本人負担となります。
長期留学奨学金（2学期間：50万円、1学期間：25万円）
留学先で修得した単位を所属学部にて本学の単位に認定することが可能です。

協定大学で学部科目を履修

長期留学（学部科目履修型）3-1

募集要項

概要

本学の協定大学等で、1学期間または2学期間（1年）留学できる制度です。英語力に応じて、英語集中科目と学部の専門科目を履修することが可能です。本学における学籍上
の取り扱い、単位認定、履修上の特例等については原則として交換留学と同様です。

認定留学とは、本学が募集・実施するプログラムではなく、学生自らが留学する大学を選択・出願（個人手配）をして、海外の大学に留学する制度です。専門分野等の留学計画
を立て、本学を通さず自身で留学先（国・大学）を決定し手続きを進めていく必要があります。学籍上の取り扱い、単位認定、履修上の特例等については、交換留学と同じですが
学費は留学先と本学の両方に納入する必要があります。詳しくは国際教育・協力センター（CIEC）までお問い合わせください。

自分で留学先を決定

認定留学3-2

留 学 期 間
募 集 時 期

募 集 人 数
滞 在 形 式
参 加 資 格

留学にかかる費用

奨 学 金
単 位 認 定

プログラムの特徴
外国語の授業を履修し、専門分野の勉強に打ち込むことができる。

交換留学推薦者の結果発表後に出願できる。

春学期にアメリカに留学が可能。

1

2
3

※今後募集大学が決定すれば、国際教育・協力センター（CIEC)ウェブサイトもしくはkwicでお知らせします。

大学ごとの出願要件、授業料は
2023年5月下旬頃にウェブサイトで公開予定です

留学種別

英語中期留学

長期留学（学部科目履修型）

交換留学

１学期間

１学期間または２学期間

１学期間または２学期間

英語を集中的に学ぶ

英語、専門分野を学ぶ

専門分野を学ぶ

中級

中級～上級

上級

書類審査

所属学部教授会で審査

面接試験（適性審査）
学部推薦等

必要

必要

不要

留学期間
（いずれも本学に在籍） 内容 英語要件

（大学により異なる） 選考方法 現地の授業料

＜長期留学（学部科目履修型）、英語中期留学、交換留学を比較してみよう！＞

詳細はWebを
チェック！

詳細はWebを
チェック！

英語中期留学　レスター大学参加　国際学部　河元　伽夏帆　さん
　中期留学を目指したきっかけは、中長期の留学を通じて、自己の成長に繋げたいと考えたか
らです。英語の熟達は勿論のこと、入学当初から英語の上達のみならず、異文化での生活を通
しての精神鍛錬も必要であると感じていたことから、この留学が打ってつけであると考えました。
またレスター大学を選んだ理由は、私の苦手としているイギリス英語への理解を深めたいと思っ
たからです。今までイギリス出身の方と関わる機会が少なかった為に、イギリス英語にあまり馴
染みがありませんでした。その為、イギリストップクラスでの教育で知られているレスター大学で
授業を受けたいと考えました。
　留学中は大学でできた友人と積極的に行動しました。市内での食事からロンドンへの観光ま
で、日々の行動を共にすることで会話力を向上させました。また、寮内の他国出身の友人と共に
食事をした際には、食べ方の違いや飲み方の違い、生活水準の違いに多くのカルチャーショッ
クを受けました。しかし、互いの文化を英語という共通の言語で理解し合うことで、仲が深まった
様に感じています。帰国後に他国の友人と会話した際には、今まで以上に発音が上手になっ
たと言われ、留学の成長を実感し涙が出る程嬉しかったです。

英語中期留学　マウント・アリソン大学参加　総合政策学部　菊池　美輝　さん
　中期留学は1学期間だけの留学なので挑戦しやすく、またマウント・アリソン大学は説明会で英語の
スコアの伸びが1番良いと聞いたので、英語力に自信がない自分にぴったりだと思い参加しました。
　プログラムは想像していたよりも毎日が充実していて、とても魅力的なプログラムでした。毎日の授業
はもちろん、アクティビティやボランティア、旅行、現地の友達との関わりなど、様 な々ことをこの期間で
体験することができました。授業が始まった最初は英語の発音が悪く、先生がマンツーマンで発音を教
えてくれたり、英語が理解できない時には優しい英語で噛み砕いて話してくれたりと、授業の質も先生
方もとっても素晴らしいかったです。
　私は生徒の中で1番英語のスコアが低かったと思います。しかし、英語ができないからといって消極
的になるのではなく、分からなくても間違ってもたくさん話をして恥ずかしがらないことが一番大切だと思
いました。
　マウント・アリソン大学のプログラムは絶対に有意義な時間を過ごせると断言できるぐらい、とても良
いプログラムなのでぜひ参加して味わって欲しいです！
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学生交換協定校：約55ヵ国/地域、約190校の協定大学

Exchange Program

交換留学3-3
詳細はWebを
チェック！

募集要項

概要

交換留学のメリット

●選考試験当日に出席できない場合は、出願することができません（選考試験日の振り替えはできません）。
●交換留学は、各海外協定校との協定に基づき募集を行っていますが、稀に協定校への派遣人数、派遣期間、派遣条件の変更により、一旦交換留学への推薦が決定した場合でも予定通り派遣
できなくなることがありますので、予めご了承ください。
●交換留学選考試験で選考された候補者を協定校に推薦しますが、協定校が最終的にその候補者を受け入れるかについての決定をします。したがって、選考試験に合格しても自動的に交換留学
が決定するというわけではありません。また、推薦決定後に学業成績（GPA）を下げてしまう等、交換留学生として不適切と判断される場合、協定校に推薦できなくなることがあります。
●出願後、原則辞退や留学期間の変更をすることはできませんので、よく情報収集したうえで出願してください。自己都合により辞退した場合、次回以降の交換留学には原則出願できません。
●交換留学に参加する場合、留学出発の前学期は原則として1学期間以上の留学プログラムに参加することはできません。
●推薦者として決定後は、入学手続き、ビザ取得、滞在先の確保などすべての手続きをご自身で主体的に行う必要があります。
●交換留学に参加できる期間は、在学期間中に合計1年間（2学期間）までです。
●出願時に3、４年生の場合（４年生で留学する場合）、卒業に向けての履修や成績取得については自身でよく計画し、不明な点は早めに所属学部事務室に確認してください。
　また、卒業延期制度を利用する場合は必ず制度について確認の上で所属学部事務室に相談してください。卒業延期は最大２セメスターまで可能です。

授 業 料 免 除
奨 学 金 制 度
単 位 認 定 制 度

質の高い協定大学

留学先大学の授業料は免除されます（本学への学費納入は必要です）。     
学内・学外の奨学金制度が充実しています。     
留学先で修得した単位を本学の単位に認定することが可能です。
（詳細は、CIECウェブサイトの「単位認定方法・実績」の項目を確認の上、所属学部事務室に問い合わせてください）
本学の協定大学は、どの大学も一定の基準を満たしている質の高い大学です。
交換留学では、質の高い協定大学で世界中から集まった優秀な学生と一緒に学びあえる環境があります。

：
：
：

：

交換留学は、本学に在籍しながら、休学することなく協定大学へ１学期間または２学期間（１年間）留学できる制度です。協定大学の授業を受講し、専門知識や興味のある学問
に関する知識を深めたり、海外の学生との交流をとおして異文化理解を深めることを目的としています。

◆第１期募集
翌年２月～４月開始の留学（オーストラリア、ニュージーランド、ドイツ、ポーランド、中国、台湾、韓国等）

◆第２期募集
翌年８月～１０月開始の留学（オーストラリア、ニュージーランド以外）
※ニュー・サウス・ウェールズ大学（オーストラリア）のみ出願可

第1期・第2期ともに追加募集を予定しています。（詳細は出願者に対して改めてお知らせします。）
※追加募集の対象は、選考通過者のうち派遣先入学が決まらなかった方が対象です。

募集期間・時期

◆学部生　
①留学時に1ヵ年以上在学している者（入学年度に、次年度の第1期募集に出願し、入学年度の2月から交換留学を開始することは可能）
②2023年度春学期末までに所属学部が定める必要単位数を修得している者、または修得見込みの者（必要単位数については、CIECウェブサイトを参照）
③2023年度春学期末までの通算GPAが2.30以上である者、または見込みの者
④学業成績が概ね良好の者（通算GPAの学部内順位が上位65％以内であること）※
⑤留学希望の協定校の出願条件を満たしていること。
　（英語要件については、第1期は2022年4月受験以降分、第2期は2022年10月受験以降分が有効）。
⑥留学前後の学習・進路の計画や各種手続き等を自ら主体的に考え、行動できること。
※学部内順位は非公開情報であるため、個別の問い合わせには対応しない。出願締切後、出願資格を満たした面接試験（適正審査）受験者を発表するので各自で確認すること。

◆大学院生
①留学時に1ヵ年以上在学している者
②留学希望の協定校の出願条件を満たしていること。
　（英語要件については、第1期は2022年4月受験以降分、第2期は2022年10月受験以降分が有効）。
③留学前後の学習・進路の計画や各種手続き等を自ら主体的に考え、行動できること。
※学部学生の出願資格で定めている成績に関する条件②、③、④は適用しない。

出願資格

◆募集人数・派遣先
CIECウェブサイトで公開する「募集人数表」をご確認くだ
さい。

募集人数・派遣先

◆奨学金 　・井谷憲次奨学金
　　　　 　・笹森四郎奨学金　
　　　　 　・交換留学奨学金
　　　　　  ・日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定派遣）
　　　　　 ・その他、学外奨学金

◆単位認定
留学先で取得した単位を所属学部にて本学の単位に認定することが可能です。

奨学金・単位認定
・留学する大学の授業料が免除されます。
（本学への学費納入は必要です）
・ビザ取得費用、往復旅費、生活費、保険料、教科書代等、
 その他留学に係る全ての費用は本人負担となります。

留学に掛かる費用

出願に関する注意

推薦者決定
《学部推薦》
※内容は学部ごとに
異なります。

選考方法

学部推薦を受け、各大学の受入条件を満たしている者については、下記合計点を基準に選考する。   
【合計点算出方法】   
英語による受験：英語運用能力試験100点満点＊1＋面接試験（適正審査）50点満点*2＋学業成績99.9点満点＊4＝合計249.9点満点
英語以外の言語による受験：英語以外の外国語運用能力試験100点満点*3＋学業成績99.9点満点＊4＝合計249.9点満点

1. 英語運用能力試験換算表により算出。
2. 面接試験（適正審査）における評価項目により審査。
3. 英語以外の外国語運用能力試験換算表により算出。外国語運用能力試験のスコアを提出できない場合、学内試験を受験することが可能であり、筆記試験・面接試験は各50点満点。
外部試験と学内試験の換算表は、「外部試験と学内試験の換算表」を使用する。

4. 春学期末までの通算GPAを学部ごとに99.9点満点で算出。

《全学選考》
【英語受験】
面接試験（適正審査）
【英語以外の受験】
面接試験（適正審査）
もしくは外国語筆記＋面接試験①（適正審査）＋面接試験②（外国語審査）

出願

研究科推薦を受け、各大学の受入条件を満たしている者については、下記合計点を基準に選考する。   
【合計点算出方法】   
英語による受験：英語運用能力試験100点満点＊1＋面接試験（適正審査）50点満点*2＝合計150点満点
英語以外の言語による受験：英語以外の外国語運用能力試験100点満点*3＋面接試験（適正審査）50点満点*2＝合計150点満点

1. 英語運用能力試験換算表により算出。
2. 面接試験（適正審査）における評価項目により審査。
3. 英語以外の外国語運用能力試験換算表により算出。外国語運用能力試験のスコアを提出できない場合、学内試験を受験することが可能であり、筆記試験・面接試験は各50点満点。
外部試験と学内試験の換算表は、「外部試験と学内試験の換算表」を使用する。

●関学の協定校
・約５５か国/地域に２８８校（内１９５校が交換協定）の協定校があります。新規協定校は年々増加しています！
・これらは関学独自の基準を満たしている質の高い協定大学です。
・協定校はウェブサイトから確認ができます。

TOEFL iBT®

119～120

113～118

106～112

100～105

88～99

79～87

68～78

61～67

54～60

9.0

8.0、8.5

7.5

7.0

6.5

6.0

5.5

5.0

4.5

670～677

647～669

623～646

600～622

570～599

550～569

520～549

500～519

480～499

100点

95点

90点

85点

80点

75点

70点

65点

60点

IELTS TOEFL ITP® 英語運用能力試験の換算

（＊1）【英語運用能力試験換算表】 （＊2）【面接試験（適正審査）における評価項目】

［学 部 生］
選考試験の受験言語（英語／英語以外の言語）は出願の際に選択します（言語の併願可）。

［大学院生］

（１） 出願動機・志望理由

（２） 留学目的・学修計画の明確性

（３） 留学への準備状況
　  （希望の留学先大学や国・地域に関する予備知識、
　  情報収集状況等） 

（４） 留学をふまえたキャリア・進路への意識

（５） 留学生活への適応力
　  （コミュニケーション能力、自立心、柔軟性等）

《研究科推薦》
※内容は研究科ごとに
異なります。

《全学選考》
【英語受験】
面接試験（適正審査）
【英語以外の受験】
面接試験（適正審査）
もしくは外国語筆記＋面接試験①（適正審査）＋面接試験②（外国語審査）

推薦者決定出願

●どうやって情報収集するの？
約190校もある大学の中から留学先を決めるのは大変です。積極的に情報収集をして自分に合った留学先を見つけてください。

手段 内容 情報収集方法

Fact Sheet 留学期間、現地で履修可能な科目、宿舎についてなど、
交換留学に関する重要な情報が書かれています。

募集人数表 各大学の募集人数や出願要件などが書かれています。

kwicキャビネットもしくは
LUNAの「全学共通コンテンツ」から閲覧可能定例報告 交換留学経験者による留学報告書です。

留学アドバイザー
留学に関する悩みを本学の留学アドバイザーに
直接相談することができる制度です。

CIECウェブサイトのイベントカレンダーから
個別面談可能時間を選びメールで予約。

（＊3）【英語以外の外国語運用能力試験換算表】
※HPより確認できます。
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開発途上国で活動

International Volunteer Program

国際ボランティア3-4

関西学院大学＋連携校（明治大学・明治学院大学・立教大学）＊1

国連ボランティア計画（UNV）をはじめとする国連諸機関
※UNVを通じて提供されるプログラムです。

SDGs推進に関する広報活動、プロジェクト運営支援など

秋学期（5ヵ月間）
※春学期の派遣はありません。

●学内選考
●UNVによる選考（書類、電話インタビューなど）
※本学の他に連携校の学生が選考対象です。

関西学院大学

国際機関、NGO、教育機関など
※本学が独自に開発したプログラムです。 

学校教育補佐、日本文化紹介、広報活動、フィールド調査、エコツアー開発・実施など

春学期・秋学期（各5ヵ月間）

●学内選考
●派遣先による選考（書類、エッセイ、電話インタビューなど）

参加校

派遣先

活動内容

派遣時期

選考

UNVから渡航費・滞在費等の手当支給あり
学費納入要・参加準備に必要な実費は自己負担

＊1：2023年3月現在

国際社会貢献活動奨学金（30万円）
学費納入要・派遣に必要な実費は自己負担

奨学金・
経費

国連ユースボランティア 国際社会貢献活動

国連ユースボランティアと国際社会貢献活動との違い

国際ボランティア指導教員によるサポート

国際ボランティアは、「国連ユースボランティア」と「国際社会貢献活動」との2つのプログラムからなります。両プログラムは、関西学院大学のスクールモットー“Mastery for 
Service”を体現する、創造的かつ有能な世界市民を育むことを狙いとした、多様な派遣先と活動内容が魅力のプログラムです。
本プログラムは開発途上国に単独で長期間派遣されるため、学内選考においては開発途上国での活動実績や国際ボランティア関連科目などを通じた学習歴が強く求めら
れます。本プログラムへの応募を検討する場合は、事前に国際ボランティア指導教員に学習計画などを相談するようにしてください。
なお、国際ボランティアは、5ヵ月間の「実習」と、帰国後の「課題研究」から構成されます。

国際ボランティアがどのようなプログラムか知りたい方、参加したいが何から準備したらよいか分からない方、国際協力の世界を学んでみたい方を対象に、教員や先輩学生から直

接、相談や指導を受けられる場所や機会を設けています。少しでもプログラムに興味をお持ちの方は是非お越しください。

●国際協力事業室
　（西宮上ケ原キャンパス　G号館1階）

●コース学習ルーム
　（西宮上ケ原キャンパス　G号館1階）

※実施時間が限られていますので、スケジュールなどの最新情報は
　CIECのウェブサイトのニュースまたはCIEC掲示板にてご確認ください。

●相談会
　（神戸三田キャンパス　Ⅰ号館2階 国際協力室ほか）

◎關谷 武司　国際学部 教授
◎長 英一郎　国際教育・協力センター 教授

◎西野 桂子　総合政策学部 教授
◎押切 康志　国際教育・協力センター 教授

◎佐久間 潤　国際教育・協力センター 教授指導教員

問い合わせ

※国際協力事業室・コース学習ルームに来室を希望される方は、まずadmin-iv@kwansei.ac.jpに
　メールで来室可能日時をご連絡ください。なお、メールを送る際、必ず本文に「学生番号（8桁）」「学部」
   「名前」を明記してください。
※新型コロナウイルス感染症の影響によりオンラインまたはメールでの対応となる場合があります。 

詳細はWebを
チェック！

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国際ボランティア関連科目（履修が強く望まれる科目）

国際ボランティアへの参加を目指すためには、「国際ボランティア関連科目」の履修と、開発途上国の現場で調査手法について学ぶ「海外フィールドワーク
（FW）」への参加が強く推奨されています。計画的な履修と開発途上国での活動経験が必要となることから、出願に向けて早い段階から計画的に準備する
ことが大切です。また、派遣候補生として決定後、派遣準備科目である国際ボランティアゼミⅠ及びⅡを履修することが必要です。（両科目の単位が取得でき
ない場合は、プログラムに参加することができません）

以下の科目・プログラムの履修・参加が、国際ボランティアプログラムへの参加を志す学生に対して強く推奨されています。事前申込が必要な科目について
は、受付期間内に所定の手続きを完了してください。

国際ボランティアプログラムの派遣準備

大学入学～卒業までの履修モデルは人によって様々です。計画的に履修することで、以下で紹介している
モデルケース（A・B・C）以外にも、様々な複数プログラムと掛け合わせて挑戦することが可能です。

A. 国際社会貢献活動または国連ユースボランティアへ参加したい方

学年 1年 2年 3年 4年
学期 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

参加プログラム

準備・履修

◆国際社会貢献活動に3年春に参加の場合

外国語研修
（春休み）

出願

国際社会貢献活動

国際社会貢献実習
国際社会貢献課題研究

出願

B. 国際社会貢献活動も国連ユースボランティアにも参加したい方
学年 1年 2年 3年 4年
学期 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

参加プログラム

準備・履修

国際社会貢献活動 国連ユースボランティア

出願

学年 1年 2年 3年 4年
学期 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

参加プログラム

準備・履修

◆国連ユースボランティアに3年秋に参加の場合

国連ユースボランティア

出願
出願

履修モデル

導入
派遣前 派遣中・派遣後

論理思考 国際共通課題 模擬体験 実践・総括
・SDGsスタディーズ入門
・グローバル社会の課題と
 持続可能な未来

・国際情報分析
・プロジェクトマネジメント

・教育開発論
・国際平和構築論
・国際環境論

・海外フィールドワーク
・国連セミナー
・インドネシア交流セミナー

準備
・国際ボランティアゼミⅠ＊
・国際ボランティアゼミⅡ＊

・国連ユースボランティア
・国際社会貢献活動
 実習、課題研究

開発途上国で実施される英語研修プログラム
・外国語研修（サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学、マラヤ大学、チェンマイ大学）
・英語中期留学（マラヤ大学、チェンマイ大学）

派遣前～派遣後の総括まで、指導教
員の下、細やかな指導を受けながら体
系的に学ぶことができるのが魅力です！

国際ボランティアプログ
ラムは派遣１年前に出
願する必要があります。

派遣先での活動について発表する
帰国報告会もあります。

出願出願

C. 交換留学と国際社会貢献活動または国連ユースボランティアに参加したい方
学年 1年 2年 3年 4年
学期 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

参加プログラム

準備・履修

国連ユースボランティア
国際社会貢献活動または

交換留学

出願 出願

教育開発論

グローバル社会の課題
と持続可能な未来

グローバル社会の課題
と持続可能な未来

プロジェクトマネジメント

国際情報分析

国際情報分析教育開発論
SDGsスタディーズ入門

SDGsスタディーズ入門

［備考］  　　　…出願手続き　　　　　…留学プログラム　　　　　…関連科目履修

海外FW
（夏休み）

海外FW
（夏休み）

海外FW
（夏休み）

国際ボランティア
ゼミⅠ

国際ボランティア
ゼミⅠ

国際ボランティア
ゼミⅠ

国際ボランティア
ゼミⅡ

国際ボランティア
ゼミⅡ

国際ボランティア
ゼミⅡ

国際ボランティア
ゼミⅠ

国際ボランティア
ゼミⅡ

POINT

グローバル社会の課題
と持続可能な未来

＊国際ボランティアゼミⅠ・Ⅱは、国際社会貢献活動または国連ユースボランティアの
　派遣候補生のみ履修できる科目です。

出願

国際社会貢献実習
国際社会貢献課題研究

国連ユースボランティア実習
国連ユースボランティア
課題研究

国連ユースボランティア実習
国連ユースボランティア
課題研究

または
国際社会貢献実習
国際社会貢献課題研究

国連ユースボランティア実習
国連ユースボランティア
課題研究



29 30

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国連ユースボランティア 2023年度派遣
「国連ユースボランティア」は、関西学院大学がアジアの大学として初めて国連ボランティア計画（UNV）との協定に基づき、学生を開発途上国にボランティアとして派遣するプロ

グラムです。本学が2004年に開発途上国への学生ボランティア派遣を開始して以来、これまでに100名以上の学生が開発途上国で活動を行ってきました。現在は、プログラム

実施の基幹校である関西学院大学以外に、明治大学、明治学院大学、立教大学が連携校として参加しています（2023年3月現在）。

派遣学生は、UNVのコーディネートにより、約5ヵ月間、主に開発途上国の国連諸機関に派遣されます。派遣先国はアジア、アフリカ、欧州、大洋州の各国です。SDGs推進に関

する広報活動やプロジェクト運営支援などを通して、教育・保健衛生・環境・ジェンダー・貧困削減などの活動に携わります。

参加資格

1.派遣時に20歳以上の学部2年生以上であること（大学院生不可）。 
　※派遣される年の9/1時点で20歳以上であること。応募は1年生から可。
2.学業成績が良好であること。
3.派遣者選考時にTOEFL ITP®500点以上（TOEFL iBT®61点もしくはIELTS5.0点、　TOEIC®630点以上）の
　英語力を有することが望ましい。
4.開発途上国の厳しい生活環境や異文化環境においても心身の健康を維持し、困難な状況に対応できること。
5.国際協力や開発に関する基礎的知識を持ち、各活動分野において実践的応用力を発揮できること。
6.派遣前の「国際ボランティアゼミⅠ」及び「国際ボランティアゼミⅡ」を修得すること。
7.派遣後の「国連ユースボランティア課題研究」を履修すること。

派遣先

各国のUNVをはじめとする国連諸機関。
派遣国・派遣機関は派遣される年の3月下旬頃に公開予定です。

奨学金

UNVから渡航費・滞在費等の手当支給あり

科目・単位数

（派遣前）
グローバルスタディーズ科目「国際ボランティアゼミⅠ」（2単位）（素点評価）
グローバルスタディーズ科目「国際ボランティアゼミⅡ」（2単位）（素点評価）計4単位
（派遣中・派遣後）
グローバルスタディーズ科目「国連ユースボランティア実習」12単位（認定評価）
グローバルスタディーズ科目「国連ユースボランティア課題研究」4単位（素点評価）

計16単位

国際社会貢献活動 2024年度春学期派遣
「国際社会貢献活動」は、開発途上国でボランティア活動を行う本学独自のプログラムであり、国際機関である赤十字国際委員会（ICRC）、海外の教育機関、NGOなど、さまざま

な派遣先があります。

派遣先ごとに活動内容が異なり、その種類は多岐にわたります。派遣学生は教育支援、環境保全、観光開発、平和構築などの幅広い分野で広報活動、フィールド調査、エコツ

アー開発・実施、学校教育補助など、派遣先のスタッフや現地の人 と々共に約5ヵ月間活動します。 

派遣先

開発途上国を中心に本学と協定を結ぶ機関。募集時期により派遣先が異なります。
派遣先についての情報は国際教育・協力センター（CIEC）までお問い合わせください。
※派遣先によって求められる語学力の種類・程度が異なります。

奨学金

国際社会貢献活動奨学金（30万円）
※国際学部生には原則として上記の奨学金に代わり、国際学部留学奨励金が適用
されます。
  

科目・単位数（学部生のみ）

（派遣前）
グローバルスタディーズ科目「国際ボランティアゼミⅠ」（２単位）（素点評価）
グローバルスタディーズ科目「国際ボランティアゼミⅡ」（2単位）（素点評価）  計4単位
（派遣中・派遣後）
グローバルスタディーズ科目「国際社会貢献実習」12単位（認定評価）
グローバルスタディーズ科目「国際社会貢献課題研究」4単位（素点評価）

     計16単位   

参加資格

大学院生としての派遣希望者は以下の出願資格を有している者に限る。なお、出願予定者（出願時学部生含む）は国際教育・協力センターに出願までに必ず問
い合わせること。
1.派遣時までに本学大学院に1学期間以上在籍している者。
2.現在本学学部生で2024年度に本学大学院へ内部進学を予定している者は、次の条件を満たしている場合に
　限り学部4年生時（早期卒業予定者は3年生時）に出願し、大学院入学後の秋学期より参加することを可能とする。
　●本学の学部生で、出願時点で本学大学院入学試験に合格し、入学手続きを完了している者。
　●進学予定大学院研究科委員長または研究科長から学長への推薦が得られること。
　●予定指導教員が決定している場合は、同教員の了解を得ること。なお、大学院進学後、正式に派遣が決定する。
3.日越大学については、派遣選考時にIELTS5.5点以上に相当する英語力が求められる。
4.ICRCについては、TOEFL ITP®500点以上の英語力を有することが望ましい。
5.その他条件、選考試験までの過程は学部生参加資格・選考過程に準ずる。     

《学 部 生》

《大学院生》

※大学院生は別途お問い合わせください。

1.学部2年生の秋学期以降の参加であること。※応募は1年生秋学期から可。大学院生は以下の「大学院生出願資格」を確認すること。
2.学業成績が良好であること。
3.開発途上国の厳しい生活環境や異文化環境においても心身の健康を維持し、困難な状況に対応できること。
4.国際協力や開発に関する基礎的知識を持ち、各活動分野において実践的応用力を発揮できること。
5.現地のスタッフと業務、活動を共に行うための英語力を所持していること。（出願時にTOEFL®、TOEIC®などの英語能力を証明する書類の提出が求められます）
ICRCおよび日越大学については派遣者選考時にTOEFL ITP®500点以上（TOEFL iBT®61点もしくはIELTS5.0点、TOEIC®630点以上）の英語力を有する
ことが望ましい。
6.派遣前の「国際ボランティアゼミⅠ」及び「国際ボランティアゼミⅡ」を修得すること。
7.派遣後の「国際社会貢献課題研究」を履修すること。

英語力はどの程度必要ですか？Q1

A1
派遣先での業務遂行が可能なレベルの英語力が求められます。派遣先
によって求められる英語能力及びその他の外国語能力は異なりますので、
詳細について知りたい方は、国際教育・協力センターまでお問い合わせく
ださい。なお、国連ユースボランティアと国際社会貢献活動（赤十字国際
委員会（ICRC）、日越大学）については、TOEFL ITP®500点以上の英
語力が求められます。

開発途上国滞在経験が
全くないのですが、参加は可能ですか？Q4

A4
本プログラムでは、約5ヵ月間海外へ個人派遣されるため、派遣までに少
なくとも2週間程度の開発途上国渡航経験があることが望まれます。開
発途上国渡航経験がない方は、「海外フィールドワーク（P.17参照）」「外
国語研修（サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学、マラヤ大学、チェンマイ大
学）」「中期留学（マラヤ大学、チェンマイ大学）」の参加をお勧めします。

派遣中に日本に
一時帰国することはできますか？Q5

A5
5ヵ月間の派遣期間中、一時帰国は認められません。派遣期間中は現地
での活動に専念してください。

休学して国際ボランティアに
参加することはできますか？Q6

A6
本プログラムは授業科目であり、休学して参加することはできません。また、
渡航期間中は学費納入が必要です。

大学院生は国際ボランティアプログラムに
参加できますか？Q7

A7
「国連ユースボランティア」は対象を学部生に限定しています。「国際社会
貢献活動」に参加を希望する場合は、必ず事前に国際教育・協力セン
ターにご相談ください。P.36記載の参加資格も確認してください。

事前に「国際ボランティア関連科目」を
履修していませんが、応募できますか？Q3

A3
事前の「国際ボランティア関連科目」の履修は、応募にあたっての必須条
件ではありませんが、派遣先で活動するにあたって有益です。計画的に履
修のうえ、出願することを強くお勧めします。

派遣国の言語は必要ですか？Q2

A2
派遣国の言語が話せることは選考及び活動するうえで有利です。しかし、
派遣国の言語ができなくても、英語能力を証明する書類があれば出願す
ることは可能です。なお、ドイツ国際平和村での活動は、業務遂行に最低
限必要な中級程度のドイツ語能力が必要です。

国際ボランティア よくある質問（FAQ） 

国連ユースボランティアと
国際社会貢献活動の併願は可能ですか？Q8

A8
可能です。出願時にどちらを第一希望、第二希望とするか入力してくだ
さい。

出願に関する注意（出願前に必ず読んでください。）
●学部科目の履修（通年科目など）に影響が出る可能性がありますので、出願前に卒業までの履修計画を所属学部事務室などに必ず相談してください。
卒業する学期に派遣される場合、卒業する学期に履修する集中科目（帰国後に履修必須の課題研究など）は卒業に必要な単位に含めることができませんので、注
意してください。
●本プログラムは5ヵ月間海外で活動をする必要があることを十分理解し、就職活動への影響なども十分に考慮したうえで応募してください。原則として、応募してからの
辞退は認められません。

●次の場合は派遣が中止（取消し）あるいは派遣中でも早期帰国の対象となります。
　◎生命の危険を生じさせるおそれのある疾病（既往症を含む）がある場合や、派遣中の活動または日常生活に耐えうる健康状態ではないと、医師の診断書等をもと
に、本学あるいは受入先機関が判断した場合（受診費用は自己負担）

　◎派遣開始からプログラム期間完了まで、健康な状態を維持できるか否か不安が払しょくできないと本学が判断した場合
　◎派遣に向けての事前学習及び事前研修への取り組み（参加状況・習熟度）等から、関西学院大学を代表する一人として派遣することが難しいと判断された場合
　◎受入機関の要請と派遣候補者の適性が不適合であると判断された場合
　◎派遣先の治安悪化などにより派遣に危険が伴う可能性があると判断された場合
　◎その他の事情で派遣が困難であると判断された場合
●派遣候補者となった後は、査証取得などの渡航準備、オリエンテーションや派遣前の事前研修が予定されています（参加必須）。渡航前は渡航準備への専念が必要
であることを承知のうえ、応募してください。原則、出発2ヵ月前の海外渡航は避けてください。

●休養及び健康状態の観察のため、帰国後2週間の海外渡航は避けてください。また、帰国後速やかに健康診断を受け、受診結果を報告してください。
●選考時及び本プログラムで派遣される期間の直前・直後に他の留学プログラムへの参加を検討している場合は、出願前に必ず国際教育・協力センターへ相談してく
ださい。事前準備や事前事後研修への影響や受入機関によっては手続き上、派遣ができなくなる可能性もあります。

●事前研修などの講義及び派遣手続きは日本語で実施されるため、日本語での意思疎通が十分にできることが必須です。
●派遣前の「国際ボランティアゼミⅠ」及び「国際ボランティアゼミⅡ」が修得できない場合、本プログラムへの参加は認められません。
　原則同じプログラムに2回参加することはできません。
●査証は自己責任で最新情報を確認し、派遣までに余裕をもって準備・対応すること。  

2023年度派遣の募集は終了しています。2024年度派遣に
ついては、2023年度秋学期に募集予定です（ ）
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全学部生対象プログラム

各学部でも様々な留学プログラムが提供されています。CIEＣ提供のプログラムが全学部を対象としているのに対し、学部提供のプログラムはカリキュラムや専門分野に沿った

プログラム内容となるため、学部での学びを更に深めることにつなげることができるでしょう。学部提供プログラムは、全学部生対象プログラムと所属学部生のみを対象とするプロ

グラムに分かれています。出願資格、支給奨学金等の詳細は、プログラム提供学部の募集要項やウェブサイト等を参照してください。

学部等で実施する留学プログラム4-1

※最新の情報は、国際教育・協力センター（CIEC）のウェブサイト等から確認してください。

CIEC HP

生命環境学部

海外生命環境学プログラムB
～ウダヤナ大・オンラインプログラム～ インドネシア なし8/9、10、18、21、

22、23、24 12名ウダヤナ大学 2 春学期
ウダヤナ大学、関西学院大学からの講師でそれぞれ異なるテーマ
で講義を行い、インドネシアの学生と日本の学生のチームで学習
内容をまとめ、英語で発表を行う。

海外生命環境学プログラムB
～水と環境を考える～ 台湾 なし9/20～12/20

（毎週水曜日 第2時限） 30名台湾師範大学 2 春学期
オンラインで海外留学！国立台湾師範大学の学生と共にオン
ラインでの共同作業、「水と環境」をテーマに英語でディスカッ
ションを行う。

海外生命環境学プログラムB
SDGs Workshop インドネシア他 なし4/15、5/13、5/27、

6/24、8/7、8/8 20名ディポネゴロ大学他 2 春学期
里山活動をテーマにプログラムを開催。三田市での生物観
察、維持活動参加や、座学をもとにプレゼン資料を作成し、
SDGs討論会にて発表。

所属学部生対象プログラム
提供学部 プログラム名 実施国・地域 協定大学名又は実施機関名 開催時期・期間 参加費 募集定員 プログラム概要 単位 募集時期

建築学部 建築学国際プログラム
（マラヤ大学） マレーシア 約45万円8月～9月 20名マラヤ大学 2 春学期

100年以上の歴史を持つクアラルンプールのマラヤ大学で、
実践的な英語と現地の建築・都市文化を学びます。クアラルン
プールの植民地建築やオールドタウン、新都心KLCC 地区、世
界遺産都市マラッカなどを歩き、アジアとヨーロッパの文化が融
合した建築と都市の魅力を体感し、その奥深さを学びます。

海外インターンシップ アジア・アフリカ等新興国 未定8月～9月 なしベンチャー企業、NPO、NGO等 1～8 春学期
秋学期

世界各国のベンチャー企業やNPO・NGOの事業に
携わり、受入企業が抱えるさまざまな分野の課題に
取り組む参加型プログラム。

海外フィールドワーク アジア諸国 未定8月～9月 50名各大学・企業等 1～8 春学期
秋学期

企業から提供される課題について、各国から集まった
学生と交流しながら市場調査等を行い、課題解決に
向けたプレゼンテーションを行う参加型プログラム。

総合政策学部

ソノマ州立大学英語研修＆
フィールドワーク 米国 約75万円8月～9月 20名カリフォルニア州

ソノマ州立大学 2～3 春学期

ソノマ州立大学付属アメリカン・ランゲージ・インスティチュート
（SSALI）での英語研修に加え、地域ボランティアやフィールド
ワークなど様々な課外活動が盛り込まれた充実した内容のプロ
グラム。コミュニケーション力の向上を図るとともに、現地の文化・
考え方・価値観とキャリア形成につながる学びの場を持ちます。

経済学部

海外学習活動
（アジア地域の観光開発） インドネシア 約15～

20万円程度9月 5名～
35名

ウダヤナ大学
バリ島ホテル、他 4 春学期インドネシアのバリ島にて、主に観光業関連の職場

にてインターンシップを実施する

海外学習活動
（アフリカ研究）

マダガスカル、
エチオピア 約50万円8月 5名～

35名現地大学、他 4 春学期アフリカの国々において、社会経済調査を行い、その
データを用いた論文執筆を行う

国際学部 中期留学
（中国語・朝鮮語）

台湾 約120万円 台湾・台北で学ぶ6ヵ月の中国語集中学習8月～2月（約6ヵ月） 15名国立台湾師範大学
国語教学センター 12 春学期

韓国 約100万円 韓国・ソウルで学ぶ6ヵ月の朝鮮語集中学習８月～２月（約６ヵ月） 15名延世大学韓国語学堂 14 春学期

人間福祉学部 人間福祉グローバル演習A 韓国 未定9月（約1週間） 15名東国大学 2 春学期
韓国の歴史・文化について学び、各テーマに沿った
フィールド学習やディスカッションによって現在の韓
国社会の実像を人間福祉学の視点から考察する

春学期神学部 Mission in Dialogue A 韓国 監理教神学大学 8月上旬（約１週間） 現地学生との交流を通じ、日本と他国のキリスト教の
歴史・現状を学ぶ10名 2約5万円

法学部

イギリス エディンバラ大学

インド ジャワハルラール・ネルー大学 約30万円2月～3月（約10日間） 約12名 2 春学期インドの現地学生と共同交流セミナー＋体験型学習
（孤児院訪問、タージマハール見学も予定）法学・政治学グローバル演習Ｃ

アメリカ ベセル大学 約60万円2月中旬～3月中旬（約4週間） 約30名 4 春学期英語研修＋体験型学習（移民教育センター訪問、博
物館や裁判所での体験学習等）法学・政治学グローバル演習Ｄ

約70万円2月～3月（約3週間） 約3名 2 春学期イギリス・スコットランドの法制度、刑事法、民事法を
学ぶ、裁判所や議会の見学も予定エディンバラ大学春季法律英語研修

授業料相殺中国 中国人民大学法学院 ①9月～1月
②2月～6月 2名～4名 単位

認定
春学期
秋学期

中国人民大学法学院
交換留学プログラム

半年～1年間の交換留学プログラム、世界各国から
の留学生と共に法制度や政治を学ぶ

提供学部 プログラム名 実施国・地域 協定大学名又は実施機関名 開催時期・期間 単位参加費 募集定員 プログラム概要 募集時期

■ オンラインプログラム

所属学部生対象プログラム
提供学部 プログラム名 実施国・地域 協定大学名又は実施機関名 開催時期・期間 単位参加費 募集定員 プログラム概要 募集時期

人間福祉学部
Human Welfare and
International
Development

なし春学期期間中の土曜日 215名 春学期NGO Fair Trade
Group Nepal（FTGN）

ネパールのフェアトレード団体ディレクターで、世界フェアトレード連
盟理事でアジア代表であるDr.Sunil ChitrakarとMBAコースで教
える大学教授で、社会福祉協議会理事も務めるDr.Jeetendra 
Dangolをメイン・コーディネーターに迎え、現地大学生とグループで
社会課題解決を目指す社会起業アイデア・ブートキャンプを行う

ネパール

教育学部 海外オンラインセミナー・
交流プログラム（多文化共生）

約6万～
約8万8月～9月（約10日間） 220名 春学期マレーシア・クチンの大学

（i-CATS）等
オンライン海外研修にて、「多文化共生」に取り組む現地大学
生等とグループワークを行い、現地小学生と交流する。オンライン（マレーシア）

総合政策学部 ベンチャー企業や
NPO・NGO、他

オンライン
海外インターンシップ

8月～9月、2月～3月
※開始日・終了日等は、
　参加者と企業で最終決定

2～10名 春学期
オンライン

(アジアやアフリカ等
新興国を中心とする）

約6万円 1世界各国のベンチャー企業やNPO・NGOの事業に参加し、
受入企業が抱える様々な分野の課題に挑戦する

※学部等で実施するプログラムの情報は2023年3月現在のものです。

■ ダブルディグリー留学
▶ 本学に在籍しながら、海外の大学に留学し、大学間の相互単位認定により、２つの学位が取得できる制度

詳細はCIECウェブサイトを
ご覧ください。

提供学部 プログラム名 実施国・地域 協定大学名又は実施機関名 開催時期・期間 単位参加費 募集定員 プログラム概要 募集時期

■ 融合（フュージョン）プログラム
所属学部生対象プログラム

法学部 法学・政治学国際交流セミナー
（国内共修） 西宮上ヶ原キャンパス なし春学期

（火曜・4時限） 20名 2 春学期法学部に所属する日本人学生と留学生とが日本語で共同学
習。法律・政治の国際比較を通して多角的な視点を養う。

全学部生対象プログラム
プログラム名 実施国・地域 協定大学名又は実施機関名 開催時期・期間 単位参加費 募集定員 プログラム概要 募集時期提供学部・センター

文学部
美学芸術学スタディーツアー 韓国/首爾 約20万円5月（4日間） 230名 春学期

約35万円 20名英米文学スタディーツアー イギリス/ロンドン 9月（約1週間） 2 春学期

■ 海外派遣プログラム

経済学部

海外学習活動（吉林大学） 中国
（情勢によりオンライン開講）

約10～
15万円9月上旬（5日間（予定）） 10～20名

程度吉林大学 2 春学期

吉林大学生との共同テーマに基づく研究活動を通
じ、1．現代中国を理解すること、２．中国の若者の考え
方を知ること、３．中国の若者に日本の現状、若者の
状況等を知ってもらうことにより将来の日中友好の基
礎となるような交流とする。

人間福祉学部 人間福祉グローバル演習E コロンビア 約45万円2月（約13日間） 約10名アンティオキア大学 2 春学期
南米コロンビア第二の都市メデジンを訪問し、社会問題
などに関する取り組みを視察し、アンティオキア大学の
教員や学生、現場で活躍する人 と々の交流活動を行う

海外学習活動
（ドイツインターンシップ）

ドイツ
フランクフルト

約25万円
（航空運賃等を除く）8月～9月（1ヵ月） 10名ドイツ・フランクフルトに拠点を

おくスポーツ関連企業 4 春学期
ドイツでサッカー関連のスポーツ運営や、欧州の観光事業
に関わり、語学スキル（英語、ドイツ語）の向上や海外での
経済活動やビジネスの現場を学ぶことができるプログラム

英米文学作品を手がかりに、イギリスの歴史・社会・文化・
文学などのテーマについて現地調査を通じて理解を深める

協定大学の学生とポスター発表を通じて交流し、また
韓国の文化を学べる文化施設等を見学することで日
本または韓国の文化について理解を深める

工学部 アメリカ シリコンバレーの企業他 35万円9/4～11（予定） 20名 1 春学期シリコンバレーのIT企業、スタンフォード大学を訪問す
る研修型プログラム。

海外工学プログラムA
～シリコンバレー Innovationプログラム～

生命環境学部 インドネシア ディポネゴロ大学 25万円8月（約10日間） 10名 2 春学期離島の国立公園でダイビング免許を取得し、サンゴ
礁等の観察を通し、南方海域の生態系を学ぶ。

海外生命環境学プログラムB
～Introduction to Scientific Diving～
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大の影響により留学機会を逸した学生を支援
※当初希望していた低学年時での留学が叶わず、１学期以上の留学プログラムへの参加時期を変更するために、４年の在学期間での卒業が難しくなる方に、５年目の学費
　１学期分または２学期分（参加留学プログラムの長さによって異なる）相当額の奨学金を支給するものです

※奨学金情報については、2022年9月現在の情報のため、今後変更になる場合があります。
※日本学生支援機構（JASSO）貸与奨学金受給者のうち3ヵ月以上留学をする者は、留学中の受給を休止する場合のみ学生活動支援機構で所定の手続きをする必要があります。
※2.～5.の奨学金については、在学中に1回のみ受給可能です。なお、国際教育・協力センターが提供する奨学金とは1回の留学において重複受給できません。
※その他、日本学生支援機構（JASSO）第二種奨学金など貸与奨学金にも申請が可能です。詳細は学生活動支援機構（KSCの学生は所属学部事務室）までお問い合わせください。

奨学金に関する注意

6.海外大学院進学者対象

海外大学院に進学する者

◆関西学院大学グローバルリーダー育成「海外大学院派遣奨学金」（最大年額200万円）
　※以下のプログラムを修了した者が対象
　①実践型“世界市民”育成プログラム（グローバルリーダー/エキスパートコース） ＊2016年度入学生までが対象
　②Cross-Cultural College(Certificate Program/複数分野専攻制（MS）特別プログラム）
　③国連・外交プログラム（複数分野専攻制（MS）特別プログラム）
◆日本学生支援機構海外留学支援制度（大学院学位取得型）
　（月額：8万9千～14万8千円（派遣国・地域による）／授業料：実費分（上限250万円））

国際教育・協力センター

奨学金対象 取扱窓口

目的

2019年度～2021年度入学の学部生
※2020年度入学者については、2022年春学期以降に実施される対象の留学プログラム参加者、2021年度入学者については、2023年度春学期以降に実施される対象
　の留学プログラム参加者に限る
※留学の計画が卒業延期と関係する場合、CIECではなく必ず所属学部に相談してください。

対象

本学が提供する１学期以上の派遣留学プログラムに参加し、それにより在学期間が標準修業年限（４年）を超える場合５年目に納付する学費相当額（授業料、教育充実費、
実験実習費)を支給

支給内容

対象プログラム一覧

※支給額や申請の要件等の詳細は、kwicのキャビネット→CIEC（海外への留学）を確認してください　※本奨学金規程は、2026年3月31日をもって廃止となります。

3年生の場合（2020年度入学生）

対象プログラム出発時期
（2024年3月31日までに出発）

※2020年度入学で途中で休学期間を挟まない4年生の場合のパターン

2020春

1年生

2020秋

1年生

2021春

2年生

2021秋

2年生

2022春

3年生

2022秋

3年生

2023春

4年生

2023秋

4年生

2024春

5年目

2024秋

5年目

1学期または1年間の留学に挑戦！

5年目在学期間に奨学金受給
（1学期間もしくは2学期間）

CIEC提供 交換留学、長期留学、中期留学(英語・フランス語・スペイン語)、国際ボランティア（国連ユースボランティア、国際社会貢献活動）

学部提供 中国人民大学法学院交換留学プログラム(法学部生対象)、社会起業英語中期留学(人間福祉学部社会起業学科生対象)、
中国語/朝鮮語中期留学(国際学部生対象)、ドイツ語中期留学(文学部提供、全学部生対象)

その他 認定留学

海外留学特別奨学金＜2022年度新設＞

2024年3月31日までに出発する下記留学プログラム　※今後プログラムが追加される場合あり

海外留学特別奨学金活用パターン

4-2
返済不要の奨学金がこんなに充実！

奨学金（支給型）

奨学金プログラム名 取扱窓口

国際教育・協力センター

□ 選考型
各プログラムへの参加が決定した後、希望者は以下の奨学金に申請することができます。詳細については、派遣留学推薦が決定した後、オリエンテーションや掲示等で案内します。

◆井谷憲次奨学金（2学期間：100万円、1学期間：50万円）
◆笹森四郎奨学金（2学期間：100万円、1学期間：50万円）
◆交換留学奨学金（2学期間：30万円、1学期間：15万円）
◆日本学生支援機構海外留学支援制度（協定派遣）奨学金（月額6～10万円（派遣国・地域による）、上限12ヵ月）
◆その他、学外奨学金（詳細は交換留学募集説明会で説明）

◆ダブルディグリー留学奨学金
　（月額10万円、ただし留学先大学と本学の学費が相殺される場合は一人月額3万円とする（大学院は月額7万円））

長期留学（学部科目履修型） ◆長期留学奨学金（2学期間：50万円、1学期間：25万円）

交換留学

ダブルディグリー留学

1.全学部対象

□ 参加者全員支給型
以下のプログラムに参加が決定し、所定の手続を行えば奨学金が支給されます。詳細については、プログラム提供部署に確認してください。

◆井谷憲次奨学金（アジア3万円、アジア以外5万円）
短期留学奨学金で対象にならないプログラム
のうち、特別に指定されたプログラム

◆中期留学奨学金（20万円）
中期留学

（英語・フランス語・ドイツ語・スペイン語）
中期海外インターンシップ

融合プログラムのうち、
特別に指定されたプログラム

◆短期留学奨学金（アジア3万円、アジア以外5万円）

◆国連ボランティア計画（UNV）の規定により渡航費・滞在費等の手当が支給される

◆国際社会貢献活動奨学金（30万円）

◆井谷憲次奨学金（2万円）

国連ユースボランティア

国際社会貢献活動
国際教育・協力センター

国際教育・協力センター
／プログラム提供部署

国際教育・協力センター
／プログラム提供部署

奨学金プログラム名 取扱窓口
海外異文化体験セミナー、

外国語研修、CCC、海外フィールドワーク、
インドネシア交流セミナー（インドネシア開催時のみ）

English through Sports、
学部・センター主催短期プログラム

交換留学 社会学部事務室社会学部杉山貞夫交換留学奨学金（2学期間：40万円、1学期間：20万円）
奨学金プログラム名 取扱窓口

3.社会学部生対象

Theology in Dialogue、Mission in Dialogue A・B 神学部事務室神学部国際交流奨学金
奨学金プログラム名 取扱窓口

2.神学部生対象

奨学金プログラム名
社会起業英語中期留学 人間福祉学部事務室人間福祉学部海外語学研修奨学金（20万円）

取扱窓口

4.人間福祉学部社会起業学科生対象

5.国際学部生対象

【オンラインプログラムに関する奨励金の取扱いについて】
●プログラム費用により次のとおり支給します。なお、支給額は最終精算額を基に決定します（例：支払ったプログラム費が10万円以上であっても、為替相場の変動等により
最終精算額が10万円を下回る場合には、奨励金支給額は5万円になります）。
<プログラム費用奨励金支給額>
10万円以上…10万円
5万円以上10万円未満…5万円
5万円未満…実費（千円未満切捨）
●支給対象学生は、特例期間が適用される入学年次生に限ります。
●国際学部留学奨励金（オンライン）は一度限りの支給となり、複数回は受給不可となります。ただし、国際学部留学奨励金（オンライン）を受給後、渡航を伴う留学をする場
合には、従来の渡航を伴う留学時に受給できていた奨励金額を上限として、「国際学部留学奨励金（オンライン）」を引いたその差額を支給します（例えば、渡航を伴う中期留
学に参加する場合、本来の奨励金額は40万円ですが、国際学部留学奨励金（オンライン）で5万円を受給済の場合は、差額の35万円を中期留学の奨励金として支給します）。

外国語研修、インドネシア交流セミナー（現地開催時のみ）
Cross-Cultural College(現地開催時のみ) 短期海外インターンシップ 
海外フィールドワーク 国連セミナー 国連・外交フィールドワーク

国際学部生対象中期留学プラス

15万円

40万円

40万円60万円
30万円 20万円

国際学部事務室

交換留学、認定留学、長期留学（学部科目履修型）（1学期間）　※
交換留学、認定留学、長期留学（学部科目履修型）（2学期間）　※

60万円

国際学部留学奨励金（全員支給型）

上限10万円

10万円
5万円

国際学部留学奨励金（全員支給型・オンライン） 留学奨学金（選考型）プログラム名 取扱窓口

中期留学（英語・フランス語・スペイン語）
中期海外インターンシップ

国際学部生対象中期留学（中国語・朝鮮語）
国際社会貢献活動

※ただし、認定留学の2期出願者は出願時期により、国際学部留学奨学金（選考型）には申請できない場合があります。



奨
学
金（
支
給
型
）

36

C
IE
C

提
供
科
目 

履
修
方
法
及
び
科
目
一
覧

C
IE
C

提
供
科
目 

履
修
方
法
及
び
科
目
一
覧

35

学部開講科目 （1学期）

SocietyBusiness & Economy

Pick up!海外学生と共に学ぶ～融合科目～

融合科目　体系図

Art & Culture Linguistics Politics & International Relations

・Introductory Japanese Finance

・Marketing in Japan

・Innovation and Intrapreneurship

・Japanese Economy

・Chinese Economy

・Japanese Business A・Ｂ

・Marketing Communication

・Intercultural Competency in 
Business

・Japanese Psychology A・Ｂ

・Japanese History A・Ｂ

・Japanese Religion

・The Japanese Legal System

・Japanese Society

・Ethics in Japan

・Minorities in Japanese Society

・Chinese Culture and History

・Diversity and Inclusion

・Environment Issues in Modern
Japan

・Women in Contemporary
Japanese Society

・Global and Local Actions 
around the SDGs

・Contemporary Korean Studies 
A・Ｂ

・Religious and Traditional Rites

・Traditional Japanese Theatre

・Japanese Art A・Ｂ

・Manga: A Cultural History

・Japanese Pop Culture A・Ｂ

・Japanese Food Culture

・Japanese Cinema A・Ｂ

・Comparative Cultural Studies
A・B

・Japanese Linguistics

・Japanese Dialects

・Japanese Phonetics and
Phonology

・The Study of Intercultural 
Communication A・Ｂ

・Pragmatics and Culture
in Japan

・Language and Culture
in Japan A・Ｂ

・Political Economy of Japan

・Japan's Foreign Relations

・The Chinese in Modern Japan

・Japan-China Relations

・Japan in Globalizing World

・Business-Government Relations 
in East Asia

・Government and Politics 
in Japan A・Ｂ

目的

レベル

分野

科目名

海外学生と
共に課題に取り組む

海外学生と
交流や理解を深める

海外学生と
一緒に学習する

海外学生と
オンラインで交流する

Cross-Cultural College （CCC） （2週間）
・CCC Global internship in Japan
・CCC Global Career Seminar in Japan

Winter School
総合日本学習科目
・Japanese Studies Seminar B

インドネシア交流セミナーB

グローバルPBL
（3週間）

Contemporary Japan Program
現代日本プログラム　　（1学期）
総合日本学習科目

COIL*1/VE*2　（7週間～1学期）
総合日本学習科目
・English for Cross-Cultural 
Studies A (Level 3)
・The Study of Intercultural
Communication B

多文化共修科目
・サスティナブルな社会の構築
・職場のダイバーシティと私のキャリア
・グローバル時代の心理科学
・世界の英語
・多言語社会における言語使用と言語政策

日本語
開講

Society

発展

入門

Business
&

Economy

Art &
Culture

Linguistics

Politics &
International
Relations

Japan
Studies
Courses

*1Collaborative Online International
Learning
*2Virtual Exchange

Summer School
総合日本学習科目
・Japan and East Asia in Motion
・Japanese Society
・Japnese Culture・Religions of the East
・Politics and Society・International Relations of East Asia
・Japanese Economy and Business

（5週間）

（3週間）

（3週間）

（1学期）

世界市民へのステップアップ！

CIEC提供科目 履修方法及び科目一覧4-3

国際教育・協力センター（CIEC）・日本語教育センターでは、グローバル化の進む社会で求められる異文化の相互理解を深めるための科目や、海外からの留学生た
ちとともに多文化環境下において学ぶことができる科目を幅広く開講しています。世界で活躍する世界市民になるために、目的にあわせて科目を履修しましょう。

関西学院大学では世界各国から年間約1,500名の留学生を受け入れており、キャンパス内にいながら海外の学生と共に学ぶことができる「融合科目」を多数開
講しています。目的や科目の難易度によって融合科目を分類した体系図がこちらです。是非、履修の参考にしてください。

▼科目一覧はCIECのwebページで確認してください
１．提供科目一覧

２．履修方法

https://ciec.kwansei.ac.jp/page/cieccourselist.html

▼CIEC提供科目には、履修方法別で以下3種類があります。

※科目ごとの履修方法は、上記webページで入手できる科目一覧の「履修方法」列を確認してください。

英語スコアの提出＋事前申込が必要な科目

申込＋スコアA.
事前申込のみの科目

申込のみB. 
履修登録期間に登録できる科目

履修登録C. 
TOEIC®
680点

TOEFL ITP®
530点

TOEFL iBT®
71点

IELTS
5.5

英検
準1級

身近なテーマについて、留学生と授業内でディスカッションなどを行い、異文化理解を促進します。

すべて英語開講で、受講には、英語スコアの提出と事前申込が必要です。文化・ビジネス・社会・国際関係・言語などのテーマで学ぶことができます。
これから中長期の留学を考えている方、留学で培った英語力を維持したい方におすすめです。

海外協定校からの交換学生とともに学ぶ「融合科目」

●多文化共修科目（日本語開講）　　B.事前申込科目

●総合日本学習科目（英語開講）　　A.申込＋スコア

関西学院大学の海外協定大学・機関から受け入れる交換学生たちとともに机を並べ、日本に関するテーマや日本との比較について理解を深める科目です。

SDGsの背景や仕組み、様々な地球規模の課題について国際社会が目指している解決方法について理解を深める科目です。

SDGsについて学ぶ
●SDGsスタディーズ入門　　B.事前申込科目

外国人教員による異文化理解を深めるための科目で、すべて英語で実施されます。授業中に実施されるディスカッションやプレゼンテーションを通じて英
語発信能力を養います。英語のレベルごとにクラスが編成されています

留学前に自分自身のキャリアについて考える科目や、留学先の国や地域についての知識を深めるための科目です。より充実した留学生活を送るため
に、また留学先での経験や学びを活かしてより良いキャリアを築きたい方に履修を推奨します。
科目例：留学とキャリア設計、グローバルスタディーズ入門、カナダ研究入門A/B、Topics in Canadian Studies、CCC Introduction to Multicultural 
Studiesなど

留学に向けての準備科目
●English for Cross-Cultural Studies　　B.事前申込科目

●講義科目　　A.申込＋スコア　　B.事前申込科目　　C.履修登録　（科目ごとに異なります）

海外協定校から5週間または3週間来日して学ぶ短期留学生と集中的に学習できるプログラムです。総合日本学習科目（英語開講）として開講
しています。

KGU Summer School/Winter School　　A.申込＋スコア

「外国語としてみた日本語とはどのようなものか」、「日本語を教えるとはどういうことか」という視点から日本語や日本語によるコミュニケーションについて
考える科目です。日本語教育の基礎的な知識を得るとともに、多文化共生社会における自己のあり方について考えることができます。

日本語教育基礎／日本語教育基礎演習　　B.事前申込科目
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4-5
語学力アップ！

英語無料講座・英語能力試験日程

TOEFL ITP®ポイント解説セミナー
セミナー時間：9時15分から12時15分まで（休憩含む）
募集人数：30名程度

募集期間
当選者発表
解説セミナー

4月
4月5日（水）～11日（火）

4月13日（木）
4月22日（土）

6月
5月24日（水）～30日（火）

6月1日（木）
6月10日（土）

7月
7月12日（水）～18日（火）

7月20日（木）
7月29日（土）

9月
8月28日（月）～9月4日（月）

9月6日（水）
9月14日（木）

10月
10月11日（水）～17日（火）

10月19日（木）
10月28日（土）

TOEFL ITP®とは、TOEFL Institutional Testing Programの略で、教育機関などの団体向けに開発されたテストです。試験はリスニングとリーディン
グ、そして文法問題で構成されます。スピーキングとライティングはありません。問題内容はアカデミックなもので、約２時間のマークシート式の試験です。セ
ミナーではテスト構成の説明に加え、スコアアップのためのより効果的な学習方法について、米国ETS公認トレーナーが過去の問題を使いながら解説し
ます。

①TOEFL ITP®ポイント解説セミナー

※日程、時間、実施形態などが変更される場合がありますので、国際教育・協力センターのHPやkwic等で確認するようにしてください。

③IELTS集中講座

International English Language Testing System（IELTS：アイエルツ）は、海外留学や研修のために英語力を証明する必要のある方およびイギリス、オー
ストラリア、カナダなどへの海外移住申請に使用されているテストです。イギリス、オーストラリア、カナダ、ニュージーランドのほぼ全ての高等教育機関で認めら
れており、アメリカでもTOEFL®に代わる試験として入学審査の際に採用する教育機関が11,000を超え、世界140ヵ国で受験者が増え続けています。
筆記テストは紙と鉛筆によるもので、スピーキングは面接官との対面式を採用しています。スピーキング以外をコンピューターで受験できる（CD IELTS）会場
もあります。

8月（初心者クラス）
講座時間：9時半～ 16時半

（休憩含む）
募集人数：30名程度

募集期間
受講者発表
対策講座

8月
7月5日（水）～11日（火）

7月13日（木）
8月8日（火）9日（水）

募集期間
受講者発表
対策講座

9月
8月2日（水）～9日（水）
8月10日（木）

9月12日（火）13日（水）

募集期間
受講者発表
対策講座

2月
1月10日（水）～17日（水）

1月19日（金）
2月14日（水）15日（木）

募集期間
受講者発表
対策講座

9月（基礎プラスクラス6.0 ～ 6.5目標）
講座時間：9時半～ 16時半

（休憩含む）
募集人数：30名程度

2月（基礎クラス6.0目標）
講座時間：9時半～ 16時半

（休憩含む）
募集人数：30名程度

3月（基礎プラスクラス6.0 ～ 6.5目標）
講座時間：9時半～ 16時半

（休憩含む）
募集人数：30名程度

3月
2月13日（火）～19日（月）

2月21日（水）
3月13日（水）14日（木）

※日程、時間、実施形態などが変更される場合がありますので、国際教育・協力センターのHPやkwic等で確認するようにしてください。

詳細はWebを
チェック！

TOEFL iBT®（TOEFL® internet-Based Test）は米国をはじめ世界各国の大学等で英語能力の証明として利用されており、アカデミックな場面で必
要とされる、英語運用能力（「読む」「聞く」「話す」「書く」）を測定するインターネット版のテストです。160を超える国々の大学・機関・団体等でTOEFL®
スコアが採用されており、多くの留学先大学の出願時にスコアが求められます。TOEFL iBT®は受験料がUSD235と高額なため、事前学習をすること
で本試験に備えましょう。セミナーではテスト構成の説明に加え、スコアアップのためのより効果的な学習方法について、米国ETS公認トレーナーが過去
の問題を使いながら解説します。

②TOEFL iBT®ポイント解説セミナー

※日程、時間、実施形態などが変更される場合がありますので、国際教育・協力センターのHPやkwic等で確認するようにしてください。

TOEFL iBT®ポイント解説セミナー
セミナー時間：9時15分から12時15分まで（休憩含む）
募集人数：50名程度

5月
5月1日（月）～9日（火）
5月11日（木）
5月27日（土）

募集期間
当選者発表
解説セミナー

＜注意＞
IELTSにはAcademic Moduleと
General Training Moduleの
２種類がありますが、
留学に使用できるのは
Academic Moduleです。

4-4
留学前・留学後にもオススメ！

学内でできる国際交流

本学では、留学プログラムだけでなく、学内でできる国際交流制度やイベントを数多く準備しています。留学前の会話の練習、また留学後に学んだことを活
かす場として積極的に参加し、グローバルキャンパスを体験してください。

留学生サポート
■日本語パートナー
世界各国の協定校から来る短期留学
生とともに、プロジェクト型学修に取り
組み、留学生の日本語学習を支援しま
す。日本にいながら異文化理解・多文
化共生について学べる良い機会です。

問合せ先：日本語教育センター

イベント

■L.A.（ラーニングアシスタント）
日本語教育センターのL.A.（ラーニングアシスタント）の役割
は、留学生対象の授業に参加しディベートやグループ活動
など、授業担当者や留学生のサポートをすることです。業務
報酬が支払われますが、単なるア
ルバイト業務ではなく、関学におけ
る教育活動の一環として位置づけ
られています。
問合せ先：日本語教育センター

■KGバディーズ
バディ学生と留学生が関学での友人と
なり、異文化交流を行いながら、留学生
の新生活や日本語学習をサポートする
制度です。一般学生と同じく卒業を目
指して在学する「正規留学生」や、各
国の協定校から期間限定で在学する
「交換学生」が来日した学期にマッチン
グします。

■OST（オリエンテーションサポートチーム）
オリエンテーションサポートチームの役割は、交換学生の来
日直後に発生する諸手続き（主に市役所での手続きなど）
をサポートすることです。1～2日の短い活動ですが、海外生
活を開始する際の戸惑いを間接的に体験する貴重な機会
になります。各国の協定校から来日する留学生たちを「暖か
く」「歓迎」するために不可欠な存在です。

■G.S.ネットワーク
CIEC公認の学生ピアサポート団体です。海
外協定大学からの交換学生来日時のサポー
トや、留学生との交
流を促す様々な交
流イベントの企画・
運営をおこなって
います。

■コーヒーアワー
学期開始時に、各キャンパスで実施する公式国際交流イ
ベントです。海外から本学に着任している教授・講師・研究
員、本学で学んでいる留学生を迎えて、ドリンクを片手に自
由に話をして交流します。世界各国の方 と々出会い、お互
いの理解を深めて楽しいひ
と時を過ごすことができま
す。関学生は誰でも無料で
参加できるので、ぜひ参加し
てください。

■留学生WEEK
留学生と一般学生の交流を深める目的で、留学生WEEK
を例年6月に開催しています。期間中は、日本の伝統文化
体験や留学生によるCool Japanトークショー、日本語スピ 
ーチ発表会など、様々なイベントを企画しています。留学生
との交流はもちろ
ん、外国の文化や
習慣、海外から見
た日本の印象を学
ぶ機会になります
ので、是非参加し
てください。

施設
■【23年春リニューアル】フジタグローバルラウンジ
場所：G号館2階
G号館のスターバックス上階部分には、留学生・一般学生
が自由に集まって交流するラウンジが広がっています。学
部・学科・研究科問わず、誰でも利用可能です。2023年春
にリニューアルし、より多
くの学生に「国際交流の
きっかけ」を提供できるよ
う、定期イベントの実施も
予定されています。
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～STUDY ABROAD　
　PLANNING SHEET～

分からないことがあれば、遠慮なく国際教育・協力センターま
でお問い合わせください。

留学への思いを明確にし、その準備（Step）や目標を確認し
て、希望する留学を実現しましょう！

DATE:　　　　/　　　　/

Step 1

どんな留学がしたいか書き出してみよう！

留学したい国・地域、留学したい期間、目的など

★留学したい国・地域：

★留学したい期間：

★目的（語学力up、ボランティアなど）：

★その他

どんな留学をしたいか

Step 2

興味のある留学プログラムは？（複数選択可）

□ 海外異文化体験セミナー　　□ 外国語研修　　

□ 中期留学　　　　　　□ 国際ボランティア　　　

□ 交換留学　　　　　　□ 短期海外インターンシップ

□ 海外フィールドワーク　   □ CCC

□ 長期留学（学部科目履修型）　

□ インドネシア交流セミナー

□ 学部等提供プログラム＿＿＿＿＿＿＿＿＿

□ その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿

興味のある留学プログラムは？

□ 説明会日程： ＿＿＿月＿＿＿日　　

実施形式：対面→場所＿＿＿＿＿＿＿＿＿

オンライン→URLを把握

□ 出願期間： ＿＿＿月＿＿＿日 ～ ＿＿＿月＿＿＿日

興味のある留学プログラムの説明会日程/出願期間を確認！

留学プログラム開始まで（自由記述）
履修計画を立てよう！
例）春学期に言語教育研究センター開講のスキルアップコース科目を受講する

留学中に達成したい目標

留学計画準備シート Step 3

□　語学要件： 必要・不要　　
必要な場合→試験の種類＿＿＿＿ 、点数＿＿＿＿ 点

□　学業成績（GPAなど）：
□　推奨科目：
□　その他：

（例）TOEFL® ITP500点、学業成績

希望する留学プログラムに参加するための条件は？

希望する留学プログラムに参加するための費用は？
□留学にかかる費用　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿円
□支給奨学金や緊急留学支援金など ＿＿＿＿＿＿＿円
□留学に必要な残りの費用　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿円

卒業・資格取得に向けた履修計画を確認しよう！
□卒業要件・資格取得要件の確認
□必要に応じて学部事務室等へ相談

参加するための条件や疑問点は？

例）10月中旬にIELTSを受験する。（試験日・申込み締切日・結果発送日を確認！）
英語スコアが必要な場合は受験計画を立てよう！

□　受験日： ＿＿＿＿年＿＿＿＿月＿＿＿＿日
□　申し込み期間： ＿＿＿＿年＿＿＿＿月
□　結果発送日： ＿＿＿＿年＿＿＿＿月＿＿＿＿日
□　試験対策：
□　その他：

出願に必要な書類を確認しよう！
□ オンライン申込みフォームの入力
□ 証明写真（データ）
□ 英語スコア（必要な場合）
□ その他：

留学プログラム出願準備

時間に余裕をもって
出願しよう！

④学内で実施される英語能力試験日程

新型コロナウイルス感染症の状況によって、中止や日程・実施形態の変更等が生じる可能性があります。
必ず主催者発行の印刷物や掲示、kwic、HP等で確認するようにしてください。

TOEIC® L&R IPテスト 主催：関西学院大学
詳細確認方法申込方法実施日 申込期間対象 受験料 結果返却予定日

kwicお知らせ

5月26日（金）～
6月5日（月）

実施キャンパス 主催

オンライン 関西学院大学 申込不要　※受験必須無料

4,500円

定員

ー
神・文・社会・法・経済・商・
人間福祉・教育・国際・理・工・
生命環境・建築学部
１年生および国際学部　３年生 テスト実施終了日の

翌日10時以降

7月中旬

12月下旬

12月1日（金）～
12月11日（月）

7月1日（土）

12月16日（土）

3月1日（水）～
6月23日（金）

7月3日（月）～
12月8日（金）

ー

各回
150名

神・文・社会・法・経済・商・
人間福祉・教育・理・工・生命環境・
建築学部　２年生

全学部・研究科在学生西宮上ケ原
教務機構事務部
エクステンション
プログラム

エクステンションプログラム
パンフレット・Ｗｅｂサイト

証明書発行機で申込書を購入
して必要事項を記入し、教務機
構事務室（エクステンションプロ
グラム受付）に提出。定員に達し
次第締め切り。

TOEFL ITP®テスト
詳細確認方法申込方法実施日 申込期間対象 受験料 結果返却予定日

【無料分】
kwicの

言語教育研究センター
キャビネット

【有料分】
関西学院大学
生活協同組合
KGフォーラム店
サービスカウンタ－
または三田Toy Box

5月20日（土）

6月24日（土）

9月9日（土）

10月7日（土）

11月25日（土）

2024年
3月21日（木）

実施キャンパス 主催

関西学院大学

4,600円

4,600円

4,600円

無料

無料

定員

200名

300名
（抽選）

700名
（抽選）

50名

50名

全学部・研究科在学生

学部正規学生

学部正規学生

全学部・研究科在学生

全学部・研究科在学生

6月8日（木）

7月13日（木）

10月2日（月）

10月26日（木）

12月14日（木）

2024年
4月11日（木）

4月3日（月）～
5月12日（金）

5月8日（月）～
5月28日（日）

6月5日（月）～
6月16日（金）

7月17日（月）～
8月8日（火）

8月28日（月）～
9月1日（金）

4,600円

4,600円

200名

200名

200名

全学部・研究科在学生

全学部・研究科在学生

9月4日（月）～
9月29日（金）

10月10日（火）～
11月17日（金）

2024年1月11日（木）～
3月13日（水）

西宮上ケ原

【無料分】
kwicの言語教育研究センター
キャビネットに掲載のWeb申込
フォームから申し込み。

【有料分】
関西学院大学 生活協同組合

KGフォーラム店
サービスカウンターまたは

三田 Toy Boxに設置されている
申込書に記入し、
受験料と共に提出。

詳細確認方法申込方法実施日 申込期間対象 受験料 結果返却予定日

3月中旬～末頃

12月上旬予定

実施キャンパス 主催

無料

定員

ー
総合政策学部新入生

総合政策学部
EC2・EC4・EC6の履修者

ー

ー
総合政策学部神戸三田 申込不要　※受験必須 総合政策学部事務室

個人それぞれに適した方法がありますが、外国語能力試験のスコアを伸ばすためには、テストの構成についてよく理解
し、問題集を解く、単語を覚えるなどの対策が必要です。

その他の英語スキルについても、毎日英語に触れる、言語教育研究センターが実施する英語プログラムを履修するなど、
個々の努力が欠かせません。

学内には大学図書館のほか、言語教育研究センター視聴覚室（西宮上ケ原キャンパスG号館１階）で、外国語能力試
験対策用の問題集の貸出を行っています（無料）。

国際教育・協力センターでは、TOEFL®iBT/IELTSの無料対策講座を提供しています。プロの講師から効率的なスコア
アップのコツを学べる絶好の機会です。

学内の様々なプログラムや施設、講座を積極的に活用し、英語力アップをめざしましょう！

どうやったらTOEFL®や
IELTSの点数を
伸ばせますか？
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